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凌
霄
文
庫
蔵
『
承
久
物
語
』
解
題
・
翻
刻

德

竹

由

明

解
題

 

こ
こ

に
紹

介

す
る

四
国
大

学
附

属
図
書

館
凌

雷
文
庫

蔵

『
承
久

物
語

』

は
、

『
国
書

総
目

録
』
に
よ
る

と
軍
記

物
語

『
承
久

記
』
の

一
系
統

で
あ

る

「
承

久
兵
乱

記
」
に
分

類
さ

れ

て

い
る
が
、

「
承
久
兵

乱
記

」
と

は
全
く

関

わ
り

が
な

く
、

冒
頭
部

分

は
改
変

さ
れ

て

い
る
も

の

の
、
近

世
前

期
成

立

で
浅

井
了
意

著

と
さ

れ
る

『
北
条

九
代
記

』
巻

五
巻

六

の
承
久

の
変
関

連

の
記

事
を
、

そ

の
ま

ま
抜

き
出

し
た
も

の

の
よ
う

で
あ

る
。

本
書

の
特

徴

等
、
詳

細

は

『凌

害
』

第

八
号

(四
国
大

学
発

行
 

平
成
十

三
年

一
月

刊

行
予

定
)

で
述

べ
る

こ
と

と
し

て
、
以

下

に
簡

単

に
書

誌

を
記

す
。

 
 

所
蔵

・
四

国
大
学

附
属

図
書
館

凌
害

文
庫

。

 
 

函
架
番

号

・
凌
雷

文
庫

一
二
四

四
八
五
。

 
 

形
態

・
袋
綴

、
写

本
、

一
冊

。

 
 

写
年
、

筆
写

者

・
[天
保

十

一

(
一
八
四

〇
)
年

十

二
月

二
十

日
、

野

 
 

口
年
長

写
]
。

 
 

寸
法

・
縦

二
十

八

・
五

糎
、

横
十

六

・
八
糎
。

 
 

表
紙

・
紺
色

表
紙

[原

装

力
]
。

 
 

外
題

・
表
紙

左
上

、
題

答
 
(縦
十

六

・
四
糎

、
横

三

・
三
糎

)

に

「
承

 

 
久
物

語

」

と
墨
書

。

 

 
内

題

・
一
丁
表

一
行
目
、

二
丁

表

一
行
目

に

「
承
久
物

語

」
。

 

 
料
紙

・
緒

紙
。

 

 
行

数

・
半

丁
十

行

(
一
行

二
十

四
字

内
外

)
。

 

 
墨
付

丁

数

・
四
十

二
丁
。

 

 
奥
書

・
(翻
刻

参
照

)
。

 

 
印

記

・
一
丁
表

右

下

に

「
佐
和

蔵
書

」

の
朱
印
。

 

 

そ

の
他

・
表
紙

に
四
国
大

学
附

属
図

書
館

凌
雪
文

庫

の
蔵
書

票

二
枚

 

 
貼

付
。

本
文

に
朱

に

て
、

傍
注

、
振

り
仮

名
、

誤
字

脱
字

の
補

記
等

 

 
書

き
入

れ
あ

り

(野

口
年

長

が

『北

条
九

代
記
』

と
対

校

し

て
書

き

 

 

入
れ

た
も

の
カ
)
。

 

翻
刻

に
際

し
、
本

文

は
書

き
入

れ
も
含

め
底

本

に
な

る

べ
く

忠
実

に
な

る
よ
う
努

め
た
が

、
旧

字
体

・
異
体

字

は
概

ね
現
行

の
字
体

に
改

め
、
国

字

の

「
連

(と

て
)
」
等

、

一
部

仮
名

に
改
め

た
も

の
も
あ

る
。

ま

た
私

に

句

読
点

を
記

し
、

改
行

を
行

っ
た
。

底
本

に
丁
付

け
は
記

さ

れ

て

い
な

い

が
、

(
一
表

)

の
如

く
略

記

し
た
。

 

な

お
、
香

川
県

の
多

和
文
庫

に
も
、

同

一
の
奥
書

(天

保
十

一
年

十

二

月

二
十

日
、

野

口
年

長

写

と
す
る
。
)
を
有

す

る
伝
本

が
あ

る

が
、
両

伝
本
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間

の
先
後

関
係

等

に

つ
い
て
は
未
考

。

付
記

資
料
の
翻
刻

・
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
四
国
大
学
附
属
図
書
館
、

び
に
凌
害
文
庫
等
委
員
会
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

翻
刻

 
承
久
物
語
巻
目
録

北
面
西
面
之
始
 
附

}
院
御
謀
叛
之
根
元

 
 
 
 
井
平
九
郎
判
官
胤
義
参
仙
洞
事

徳
大
寺
殿
諌
言
 
附
西
園
寺
右
大
将
父
子
被
召
籠
事

伊
賀
判
官
光
季
討
死
之
事

院
宣
 
附
推
松
使
節

 
 
 
 
井
二
位
禅
尼
評
定
之
事

大
炊
渡
軍
 
附
御
所
焼
之
太
刀
之
事

株
瀬
川
軍
 
附
関
東
勢
手
賦
之
事

(
一
表
)

蒲
原
殺
所
謀
 
附
北
陸
道
軍
勢
責
登
事

宇
治
川
軍
敗
北
 
附
土
護
覚
心
謀
略
之
事

京
方
武
将
没
落
 
附
鏡
月
坊
歌

 
 
 
 
井
実
害
死
刑
之
事

本
院
新
院
御
遷
幸
 
附
土
御
門
院
配
流
之
事

後
嵯
峨
新
帝
践
詐
 
附
能
登
守
秀
康
被
諌
事

鎌
倉
天
変
地
妖
 
附
禁
裏
大
嘗
會
之
事

(
一
裏
)

承
久
物
語

 
北
面
西
面
之
始
 
附

一
院
御
謀
叛
根
元

並

 
 
 
 
 
井
平
九
郎
胤
義
参
仙
洞
事

「本
朝
の
古
神
代
よ
り
以
来
人
倫
に
伝
り
て
、
世
々
の
帝
御
位
に
立
給
ふ

み
な
摂
政
を
以
て
朝
政
を
委
せ
給
へ
り
。
然
る
に
後
白
河
帝
叡
慮
浅
く
御

座
て
、
平
清
盛
に
高
官
を
授
け
て
三
十
余
州
を
押
領
せ
さ
せ
し
か
ば
、
清

盛
四
海
の
権
柄
を
取
て
叡
慮
を
苦
し
め
奉
る
。
事
法
に
過
た
り
。
是
に
も

懲
給
は
す
、
源
頼
朝
に
六
十
余
州
の
惣
追
補
使
を
給
は
り
て
、
武
家
世
を

取
り
て
此
政
道
を
行
ふ
に
、
多
く
は
京
都
の
叡
慮
を
う
か
が
は
る
。
北
條

家
盛
に
成
、
政
道
雅
意
に

(二
表
)
任
す
る
事
今
に
至
て
少
か
ら
ず
。
叡

慮
に
背
く
事
多
し
。
比
は
承
久
三
」

・
年
四
月
の
比
よ
り
後
鳥
羽
上
皇
鎌

倉
を
滅
さ
ん
と
思
召
立
給
ふ
。
往
初
上
皇
御
在
位
の
御
時
よ
り
武
臣
既
に

天
下
の
権
を
取
り
て
王
威
を
蔑
に
思
奉
り
、
禁
中
の
政
道
の
衰

へ
行
事
を

憤
リ
、
御
位
を
第

一
ノ
皇
子
土
御
門
院
に
譲
て
隠
居
さ
せ
給
ひ
、
此
君
御

在
位
十
二
年
の
後
、
何
の
子
細
も
御
座
ま
さ
ゴ
り
け
る
に
御
位
を
お
ろ
し

奉
り
て
、
第
ニ
ノ
皇
子
順
徳
院
を
以
て
御
位
に
ぞ
即
ケ
奉
ら
せ
給
ふ
。
是

は
當
腹
御
寵
愛
の
故
と
そ
聞

へ
し
。
後
鳥
羽
院
を
は

一
院
共
申
、
又
は
本

院
と
も
申
。
土
御
門
院
を
は
新
院
と
そ
申
け
る
。
是
に
因
て
本
院
新
院
の

御
中
快
か
ら
ず
。
天
下
国
家
の
政
道
は
當
今
新
院
に
は
任

(二
裏
)
せ
給

ず
し
て
、

一
向
本
院
の
御
計
ら
ひ
也
。
然
る
に
本
院
は
仙
洞
に
籠
給
ひ
、

和
歌
管
弦
の
御
暇
に
は
国
家
の
政
理
を
聞
し
め

・
其
間
に
は
専
ラ
武
藝
を

事
と
し
給
ひ
、
院
中
北
面
の
者
の
外
に
西
面
の
侍
を
置
て
諸
国
の
武
士
を

召
集
ら
る
。
往
昔
白
河
院
の
御
時
に
始
て
北
面
の
侍
を
召
仕
は
れ
、
又
西

面
と
云
物
を
置
れ
た
り
。
今
又
本
院
武
藝
を
好
ま
せ
給
ひ
て
武
士
多
く
参

り
仕
ふ
。
是
偏
に
関
東
を
亡
さ
は
や
と
思
召
さ
る
〉
御
企
の
御
用
意
と
そ

覚
へ
た
る
。
信
濃
国
住
人
仁
科
二
郎
平
盛
遠
と
て
弓
馬
を
嗜
む
者
あ
り
。

子
息
太
郎
を
は
十
五
に
成
迄
元
服
せ
さ
せ
ず
。
宿
願
の
事
有
て
子
息
を
召

一59一



連
、
熊
野

へ
参

籠

い
た
し

け
り

。
其
折

節

一
院

も
熊

野

へ
詣

で

さ
せ
給

(三

表
)

ひ
し
が
道

に
て
参

合

奉

る
。
誰

ぞ
と
御

尋
有
。

し

か
く

と
申

す
。

最
清

げ

な
る
童

な

れ
ば

召

仕

は
れ

ん
と

て
西

面

に
そ
成
け

る
。

子
共

の
召

れ

て
京
都

に
伺

公
申
事

は
面
目

也

と
思

ひ
て
、
父
盛

遠
も

同
し

く
仙
洞

に

伺
公

い
た
す
。

右
京
権

大

夫
義

時
此
事

を
伝

へ
承

り

て
、
関

東
御

恩

の
侍

其
免

さ

れ
も
な

く

て
、
院

中

の
奉
公
頗

心
得
ず

と

て
、
関
東

御
恩

の
二

ヶ

所
を

没
収

せ
ら

る
。
仁

科
盛

遠

深
く
歎

き
申

間
、
返

し
遣

す

へ
き
由
院

宣

を
被

下

と

い

へ
と
も

、
義
時

更

に
用

ひ
奉

ら
す
。

又
其
比
摂

津
国

長
江

倉

橋

の
両
庄

は
、

院
中

に
近

く
召

仕

は
る

》
白
拍

子
亀

菊

に
下
さ

れ
し

を
、

其
地

頭
更

に
開

渡

さ
ず

。
亀

菊

深
く
憤

り

て
歎
き

け
る
を

、

一
院

よ

り
関

東

へ
仰

(三
裏

)
付

ら
れ

改
易

す

へ
き
由
御

沙
汰
有

。
義
時

申

け
る

は
、

地
頭

職

の
事

は

上
古

は
無

り
し

を
、
故

右
大
将

家
平

氏
追

討

の
勧

賞

に
日

本
国

の
惣
追

補
使

に
補

せ

ら
れ

、
平
家

追
討

六

力
年

の
間

に
、
国

々

の
地

頭
御

家
人
等

或

は
親

を
討

せ
或

は
子
を

討

せ
家

ノ
子
郎

等

を
損

せ
ら

れ
、

既

に
忠
戦

の
勲
功

に
随

て
分

ち
給

り

た
る
領
地

を
、

さ
せ

る
罪
科

だ

に
な

か
ら

ん

に
は
、
義

時

が
計

ら

ひ
と
し

て
改
易

す

べ
き
様

な

し
と

て
是

も
用

ひ
奉

ら
ず
。

一
院

愈
安

か
ら
す

思
召

け
れ

は
、

関
東

を
亡

さ
る

へ
き
御

心

に
定

め
ら

れ
、
国
々

の
軍
兵

を

ぞ
内

々

に
召

れ
け

る
。
関
東

に
志

深
き

も
、

力
及

は
す

召

に
随

ひ
て
伺

公
す

る
も
多

か

り
け
る
。
関

東

の
武
士

下
総

前

司
盛

綱
を

も
潜

に
召

れ

て
仙

洞

に
参

り
た

り
。

三
浦

平
九
郎

判

(四
表

)

官
胤
義

在
京

し

て
居

た
り

け
る

を
、
西

面

の
侍

能
登
守

藤

原
秀
康

を
御

使

と
し

て
仰

ら
れ
遣

は

さ
る

》
様

、
関
東

奉
公

の
身

に
て
久
敷

在
京

す

る
を

は
所

存
も
有

に
や
。

子
細

を
申

へ
き

と
也
。
胤

義
申

け

る
は
、
別

義
有

身

に
て
も
候

は
ず
。
當

時

胤
義

が
相

具

し

て
候

女
房

は
、
故

右
大
将

家

の
御

時

に
意
法
坊

生
観

と

て
隠

な
き
功

者
也

し
が
其

娘

に

て
候
。

故
左

衛
門

督

殿

に
思

は

れ
進

ら
せ

て
若
者

一
人
設

奉

リ
し
を
、

右
京
大

夫

義
時

に
故

な

く

失

は
れ
、

余

り

に
泣

歎

き
候

が
見

捨

か
た
く

て
、
久

敷
逗

留

仕

る
事

に

て
候

と
そ
申

け

る
。
秀

康
聞

て
究
寛

の
事
成

と

思

ひ
て
、
近

く

立
寄

小
声

に
成

て
云

け
る
様

、
義

時
が
事

は
内

々
院
中

の
御

気
色

も

よ

か
ら

ぬ
者

に

て
候
。

如
何

(
四
裏
)

に
も

し

て
義

時
を
討

せ
給

ふ

べ
き
御

計

ら

ひ
や
侍

ふ

べ
き
と
申

け

れ
ば
、

胤
義
聞

て
、

一
天

の
君

の
思
召

立

せ
給

は

ん

に
、

何

条
叶

は

ぬ
様

の
侍

は
ん
。

日
本

国
重
代

の
侍

共
勅
を

承

ら
ん

に
は
誰

か

背

き
奉

る

へ
き

や
。
某

が
兄

に
て
候

三
浦
駿

河
守

義
村

は
極

て
鳴

呼

の
者

に
て
候

。
是

を
招

キ
て
日
本

国

の
惣
追
補

使

に
被

レ成

と
仰

候

は
、
喜

ひ
て

御

味
方

に
参

り
候

は

ん
。
胤
義

も
内

護

よ
り
申
遣

は

し
侍

ふ

へ
し
。

早

く

秘

計
を

廻

ら
し
給

へ
と
申

け
れ
ば
、

近
比
神

妙

の
仰

か
な
。

此
趣

能

々
奏

聞

を
遂

、
貴

殿

に

お

い
て

は
御

本
意

達

せ
ら
れ
抜

群

の
勲
賞

を
給

は
ら

ん

ず

る

そ
や
。

穴
賢

、
先

ッ
深

く
隠
密

し
給

へ
と

て
、
秀

康

は
嘉

陽
門

の
御

所
に
帰
り
て
胤
義
が
申
け
る
趣
を
(五
表
)奏
聞
す
。

一
院
御
感
ま
し
く

て
、
鳥
羽
の
城
南
寺
の
流
鏑
馬
挑
に
事
を
よ
せ
て
近
国
の
武
士
を
召
さ

る
〉
に
、
五
畿
内
は
申
に
及
ず
、
丹
波
丹
後
紀
伊
但
馬
伊
賀
伊
勢
美
濃
尾

張
江
州
十
四
ヶ
国
の
兵
共
我
も
く

と
馳
集
る
。
内
蔵
権
頭
清
範
着
到
を

付

け

る

に
、

宗
徒

の
兵

一
千

七
百
余

騎

と
そ
記

し
け

る
。

一
院
御

謀

反

の

事

御
色

に
出

給

へ
は
、

新
院

は
此
事

御
無

用
之

由
諌

め
申

さ

る
。

主

上

は

御
内
意
ま
し
く

け
り
。
同
月
に
御
位
を
四
歳
の
宮
に
譲
り
給
ふ
。
懐
成

親
王
と
そ
申
け
る
。
此
時
後
鳥
羽
院
を
ば

一
院
又
は
本
院
と
申
す
。
土
御

門
院
を
は
中
院
と
申
。
順
徳
院
を
は
新
院
と
そ
申
け
る
。

一
院
と

・
御
心

を

一
ツ
に
し
て
義
時
追
討
の
事
を
相
計
ら
は
せ
給
ふ

(五
裏
)
よ
り
外
に

又
他
事
な
し
。

 
徳
大
寺
殿
諌
言
 
附
西
園
寺
右
大
将
父
子
被
召
籠
事
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一
院
愈
御
心
猛
く
成
せ
給
ひ
、
公
卿
殿
上
人
を
召
て
巴
の
大
将
を
討
ぼ
や

と
そ
仰
出
れ
け
る
。
西
園
寺
右
大
将
藤
原
公
経
同
子
息
中
納
言
実
氏
卿
は

関
東
に
親
敷
御
座
し
ま
す
故
に
、
先
此
父
子
を
討
べ
し
と
企
給
ふ
。
當
座

の
諸
卿
色
を
失
ひ
、
互
に
顔
を
見
合
せ
て
物
申
人
も
な
し
。
徳
大
寺
左
大

臣
申
さ
れ
け
る
は
、
西
園
寺
右
大
将
は
関
東
将
軍
家
の
外
祖
と
し
て
摂
政

道
家
公
の
舅
也
。
義
時
に
付
て
も
親
敷
人
に
て
侍

へ
は
、
討
負
せ
給
は
ゴ

思
召
立
給
ふ
事
軽
く
、
若
又
討
洩
さ
ば
御
大
事
重
か
る
べ
し
。
彼
人
は
さ

せ
る
弓
矢
取
者
に

(六
表
)
て
も
侍
は
ず
。
子
細
有
ら
は
静
に
計
ら
は
せ

給
へ
か
し
。
大
形
此
度
思
召
立
給
ふ
御
事
は
、
然
る
べ
し
と
も
覚

へ
侍
は

ず
。
其
故
は
、
故
法
皇
の
御
時
木
曽
義
仲
勅
命
を
背
れ
し
を
、
頼
朝
に
仰

せ
て
は
亡
さ

・
ず
し
て
、
壱
岐
判
官
知
康
が
勧
に
付
せ
給
ひ
て
、
院
中
に

兵
を
召
れ
合
戦
侍
ひ
し
か
ば
、
浅
猿
き
事
共
出
来
し
て
候
。
東
国
に
は
武

士
多
く
候
。
御
味
方
の
兵
は
千
が

一
に
も
及
が
た
く
候
。
御
本
意
を
遂
ら

れ
ん
事
は
、
定
て
希
に
侍

・
ん
。
能
々
御
思
惟
有
べ
き
に
て
候
と
申
さ
れ

け
れ
は
、

一
院
以
て
の
外
に
御
気
色
損
し
て
、
後

ロ
の
障
子
を
荒
ら
〉
か

に
開
さ
せ
給
ひ
て
入
ら
せ
ら
れ
た
り
け
れ
は
、
後
に
は
思
召
合
せ
ら
れ
ん

物
を
と

つ
ぶ
や
き
な
か
ら
、
徳
大
寺
殿
は
退
出

(六
裏
)
し
給
ひ
け
り
。

西
園
寺
右
大
将
は
此
事
夢
に
も
知
給
は
ず
。
仙
洞
よ
り
の
召
に
よ
り
て
父

子
共
に
出
立
て
、
嘉
陽
門
の
御
所
に
参
ら
れ
け
る
所
に
、
小
舅
二
位
の
法

印
尊
長
出
向
て
、
父
子
共
な
が
ら
馬
場
殿
に
押
籠
進
ら
せ
け
り
。
是
は
如

何
に
と
宣

へ
共
、
本
院
の
仰
也
と
て
一
言
の
子
細
に
も
及
さ
り
け
り
。

 
伊
賀
判
官
光
季
討
死
之
事

伊
賀
判
官
光
季
佐
々
木
左
衛
門
尉
廣
綱
大
江
廣
親
入
道
等
を
召
れ
け
る

に
、
光
季
は
北
條
義
時
が
妻
の
弟
也
。
近
き
縁
者
な
れ
ば
、
此
事
を
聞
よ

り
し
て
関
東
に
飛
脚
を
遣
し
、
軍
の
用
意
を
致
し
け
る
所
に
、
急
ぎ
参
る

べ
き
由
御

使
有

け
れ
ば

、
光
季

御
返

事
申

様
、

京

(七
表

)
中

何

と
や

ら

ん
申

沙
汰

の
候

。
某
関

東

の
御

代
官

と

し

て
、

一
方

の
防

ぎ

に
も

罷
向

ふ

べ
き
身

に

て
候

・
は
、

子
細

を
も

承
ら
ず

し

て
率

爾

に
は
参

り
候

ま
じ

と

そ
申

返

し
け

る
。
佐

々
木
大

江

は
疾
参

り

て
、

一
院

の
御

前

に

し

て
直

の

勅

を
承

り
、
遁

る

〉
処

な

く
し

て
起
請
文

を

出

て
御
味
方

と
成

に
け

り
。

さ
ら
は

伊
賀
判

官
光
季

を
討

へ
し

と

て
、

能

登
守
秀

康
平

九
郎

判

官
胤

義

大

江
少
輔

入
道

親
廣
佐

々
木

山
城

守
廣
綱

同
弥

太
郎

判
官

高
重

筑

後

入
道

有

則
下
総

前
司

盛
綱
肥

後
前

司
有

俊
筑
後

大
院

左
衛

門
尉

有

長
間

野
左

衛

門
尉

時
連

を
始

め

と
し

て
、

八
百

余
騎

を
ぞ

遣

は
さ

れ
け

る
。
比

は
承

久

三
年

五
月

十

四
日
、
今

日

は
既

に
暮

に
及

ぶ
。

明

日
卯

ノ
刻

に
向

ふ

べ
し

と
て
、
夜

の
明

る
を
待

掛

た
り
。

伊

(
七
裏

)
賀

判
官

が
許

へ
も
此
由

聞

へ
た
り

け
れ
ば

、
家

ノ
子
郎
従

一
所

に
集

り

軍

の
評
定

し
け

る
処

に
、

塩

屋
藤

三
郎

申

け
る

は
、

御
身

に
誤

な
く

し

て
大
勢

に
取

・
ら

れ
暗

々
と
討

レ
給

は
ん

は
、

甲
斐

な
き
狗

死

に
て
候

。
只

夜

の
内

に
都

を

出

て
、
美

濃

尾

張
迄

は
馳

せ
落
給

は
ん
。

然

ら
ず

は
、
北

陸
道

へ
か

》
ら
せ
給

ひ
て
、

御
船

に
召

て
越

後

の
府

中

に
着
給

ひ
、

信
濃

路

に
か

』
り

て
鎌
倉

に
入
給

へ
か
し

と
そ
申

け

る
。

判
官

聞

て
、
鎌
倉

殿

も
思

召
様

の
有

て
社

、
都

の

守

護

に
も
差
置

せ
給

ひ

つ
ら
め
。

一
天

ノ
君

日
本

一
の
御

大

事

を
思

召
立

せ
給

ふ
程

に
て
は
、
仮

初

の
御
計

ら

ひ
に

て
や
有

へ
き
。
今

は
定

め

て
道

々

関

々
も

塞

が
れ

て
ぞ
有

る
ら
ん
。

と

て
も
遁

れ

ぬ
物
故

に
、

敵

に
後

を
見

せ
て
笑

は

れ
、

鎌
倉

へ
も
聞

へ
て
臆
病

(
八
表
)

な

り
と
思

は

れ

ん
は
、

死
後
迄

も
恥

か
し

か
ら
ん

。

一
天

の
君
を
敵

に
受

、
我
身

に
誤

な

く
し

て

王
城

に
屍

さ
ら
し
、
名

を

万
世

に
留

め
ん
事

は
、

勇
士

の
願

ふ
処
也

。

一

足

も
引

へ
か
ら
す
。

只
討

死

と
思

ひ
定

め
た
り
。

誰

々
も
落

べ
き

人

は
落

ら
れ

よ
。
光

季
少

し
も
恨

な
し

と
、
中

々
思

ひ
切
た

る
有
様

也

。

深
行
盤
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に
郎
従
共
次
第
く

に
落
失
て
、
残
る
輩
に
は
、
蟄
田
三
郎
同
四
郎
同
右

近
武
志
次
郎
塩
屋
藤
三
郎
片
切
源
太
同
大
助
同
又
太
郎
園
平
次
郎
同
子
息

弥
次
郎
政
所
太
郎
治
部
次
郎
熊
王
丸
を
始
め
て
、
僅
に
二
十
七
人
也
。
判

官
の
嫡
子
寿
王
冠
者
は
今
年
十
四
歳
、
元
服
し
て
光
綱
と
そ
号
し
け
る
。

判
官
是
を
前
に
呼
て
、
汝
は
未
だ
幼
稚
也
。
夜
の
内
に
落
て
関
東
に
下
り
、

世
の

(八
裏
)
静
な
ら
ん
迄
は
千
葉
の
姉
が
許
に
居
て
、
人
の
重
代
我
古

へ
を
思
ひ
知
程
に
て
奉
公
に
も
出
べ
し
。
某
は
鎌
倉
殿
御
為
に
討
死
す
へ

し
と
云
け
れ
は
、
寿
王
冠
者
は
袖
か
き
合
せ
て
、
弓
矢
取
人
の
子
共
の
十

四
十
五
に
成
て
敵
向
ふ
と
聞
な
が
ら
、
親
の
討
れ
ん
ず
る
所
に
て
諸
共
に

死
な
ず
落
て
助
り
候
は
、
幼
稚
な
れ
は
と
て
よ
も
人
は
許
し
候
は
ん
。
親

を
捨
て
逃
た
る
臆
病
の
不
覚
人
と
て
、
人
に
面
を
見
ら
れ
ん
は
恥
か
敷
覚

候
。
只
御
供
申
て
如
何
に
も
成
候
べ
し
。
今
度
鎌
倉
を
上
り
侍
ひ
し
時
、

御
母
御
前
簾
の
際
迄
立
出
給
ひ
て
、
寿
王
又
い
つ
比
か
と
仰
ら
れ
し
を
、

御
供
に
て
頓
て
下
り
候
は
ん
と
申
候
ひ
き
。
今
思
ひ
候
へ
は
最
後
の
御
暇

乞

と
成

て
候

と

て
、

涙
を

は
ら

く

と
そ
落

し
け

り
。

父
判
官

は
寿

王
が

(九
表

)
顔

を

つ
く

く

と
守

り
、
涙

を
押

拭

ひ
て
申

け

る
は
、
器

量

も

世

に
清
げ

な

り
。
心

も
別

に
有

け
り
。

落

よ
と
云

は
世

に
も
あ

れ

か
し

と

思

ふ
故
也

。
申

処

は
理

り
有
。

さ
ら

は
諸
友

に
討

死
せ

よ
。
如

何

に
治
部

次

郎
、
寿

王

に
物
具

せ
さ

せ
よ

と
云

け
れ

は
、
丁

絹

の
直

垂
小

袴

に
萌

黄

匂

の
小
腹

巻

に
、
十

五
差

た
る
染

羽

の
矢
、

滋
藤

の
弓

を
そ
持

せ

け
る
。

伊

賀
判
官

光
季

は
、
繁

目
結

の
直

垂

に
鎧

一
領
前

に
打
置

、

弓

の
弦
歯

し

め
し
、

矢

二
腰

並

へ
て
寄

る
敵

を
待
居

た

り
。

・
夜

已

に
明

て
ま

だ
卯

の

刻

計

に
、

寄
手

八
百
余

騎

、
判
官

が
宿

所
京

極

の
西

の
方

高
辻

の
北

四
方

を
取
巻

て
、
時

声

を
上

た
り
。
高

辻
面

は
小

門
成

け

る
が
、
寄

手
初

め

は

侮

り

て

ひ
た

く

と
詰
懸

し

か
、
内

よ
り
射

出

す
矢

に
當

(九

裏

)
り

て
、

志
賀
五
郎
岩
崎
右
馬
允
同
弥
平
太
高
井
兵
衛
大
夫
矢
庭

に
射
ら
れ
し
か

ば
、
是
に
責
口
を
癖
易
し
て
引
退
く
。
京
極
面
は
平
門
に
て
、
扉
閉
堅
め

小
門
を
開
き
た
り
け
る
を
、
寄
手
押
寄
て
我
劣
ら
し
と
込
入
り
け
れ
ば
、

判
官
が
郎
従
共
防
く
と
は
す
れ
ど
も
、
流
石
大
勢
に
責
立
ら
れ
、
痛
手
薄

手
負
ぬ
者
は
な
し
。
皆
討
死
し
け
れ
ば
、
寄
手
前
後
よ
り
火
を
懸
た
り
。

判
官
父
子
は
今
は
是
迄
と
て
腹
掻
切
て
、
焔
の
中
に
飛
入
た
り
。
寄
手
は

勝
岡
を
作
り
て
引
返
す
。
昨
日
迄
は
鎌
倉
殿
の
御
代
官
と
し
て
伊
賀
判
官

光
季
都
を
守
護
し
て
有
し
か
ば
、
世
の
覚
、
時

の
鈷
、
肩
を
並
る
人
も
な

く
目
出
度
栄
し
に
、

一
朝
に
滅
亡
し
て
忠
義
の
道
を
顕
し
け
る
志
こ
そ

ゆ
〉
し

(
一
〇
表
)
け
れ
。

 
院
宣
 
付
推
松
使
節

 
 
 
 
 
井
二
位
禅
尼
評
定
事

一
院
は
御
感
斜
な
ら
ず
、
関
東
は
早
御
手
に
入
た
る
様
に
思
召
、
猶
も
人

数
を
召
給
ふ
に
、
山
々
寺
々
の
僧
侶
法
師
原
、
国
々
所
々
の
武
士
住
人
等

召
に
応
し
て
馳
参
る
。
熊
野
よ
り
田
邊
法
印
十
万
法
橋
万
劫
禅
師
、
山
法

師
に
は
播
磨
竪
者
小
鷹
ノ
智
性
房
丹
後
、
清
水
法
師
に
は
鏡
月
房
帰
住
房
、

奈
良
法
師
に
は
土
護
覚
心
、
堂
衆
に
園
音
坊
、
是
等
を
初
と
し
て
事
を
好

む
悪
僧
等
少
々
応
し
て
参
り
集
る
。
按
察
前
中
納
言
光
親
卿
承
り
て
、
東

国
の
院
宣

一
通
を
書
れ
た

(
一
〇
裏
)
り
。
鎌
倉
の
北
条
右
京
権
大
夫
平

義
時

・
敵
た
り
。
早
く
追
討
せ
ら
る
べ
し
。
勧
賞
は
請
に
依
る
へ
き
の
由
、

武
田
小
笠
原
千
葉
小
山
宇
都
宮
三
浦
葛
西
に
ぞ
下
さ
れ
け
る
。
御
使
は
推

松
と
て
無
双
の
逸
足
也
。
平
九
郎
判
官
胤
義
が
私
の
使
を
相
添
て
、
同
五

月
十
五
日
都
を
出
て
、
同
し
き
十
九
日
鎌
倉
に
着
て
駿
河
守
に
斯
と
告
た

り
け
れ
ば
、
文
を
披
見
し
て
使
を
ば
追
出
し
、
駿
河
守
義
村
は
権
大
夫
義

時
の
許
へ
行

・
、
胤
義
が
文
を
見
せ
進
ら
せ
、
世
の
中
社
乱
れ
て
候

へ
。
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去

ル
十

五
日

、
伊
賀

判
官

光

季
は
討

れ

て
候

。
義

村

に
お
ゐ

て
は
、

故
右

大
将

家

平
氏
御

追

討
よ

り
以
来

、
度

々

の
軍

に
忠
義

を

い
た

し

一
度

も
不

忠

を
存

ぜ
ず

候
。

今

よ
り
後

も
疎
略

を
存

べ
か
ら
ず

と

て
、

(
=

表

)
誓

言

を

以

て
申

入

た
り
。

義
時

打
笑

て
、

掬
は
心
安

く
候

。
今

迄
此
事

の
出

来

侍

は

ぬ
社
不

思
議

な
れ
。

兼

て
よ
り
存

知

し
た

る
事

也
。

今

は
院

宣

の

御
使

推
松

も
鎌
倉

に
入

ぬ
ら
ん

と
て
尋
捜

さ

れ
し

に
、
笠
井

が
谷

よ
り
捕

へ
て
来

り
ぬ
。
院

宣

を
奪

取

て
焼
捨

ら

れ
、
北

条
義
時

駿
河

守

を
相
具

し

て

二
位

の
禅
尼

の
御
前

に
参

り

、
世

の
中

既

に
乱

れ

て
候
。
去

ル
十
五

日
、

判
官

光
季

は
京

都

に
し

て
討

れ
た
り
。

如
何

御
計

ら

ひ
候

・
と

・
、
胤

義

が
文

と
院

宣

と
を
御
前

に
指
置

れ
た

り
。
武

蔵
守
泰

時
相
模

守
時

房
前

大

官
令

廣
元

以
下

参
集

り

て
、
評
定

有
。

二
位

の
禅
尼

は
妻
戸

の
間

へ
出

給

ひ
、

御
家

人
等

を
御

簾

の
前

に
召
寄
ら

れ
、

御
簾

を
半

(
一
=
畏
)

に
巻

上

さ

せ
、
御
覧

し
出

し

て
宣

ひ
け

る
は
、

日
本

一
州

の
中

に
女

房

の
目
出

度

例

に
は
、

此
尼

を

こ
そ
申

な
れ

と
も
、

尼
程

に
物

思

ひ
し

た
る
者

は
世

に
あ

ら
じ
。

故
殿
頼

朝

公

に
逢

初
進

ら

せ
し
時

は
、
世

に
な

き
振

廻
す

る

と
て
親

に
も

疎

み
悪
ま

れ
、

其
後
平
家

の
軍
初

り
し

か
ば
、
手

を

握
り

心

を
砕

き
六
年

が
程

は
打

暮

し
、
平
家

亡

て
世

は
治

る
か
と
思
所

に
、
大
姫

君

に
後

れ

て
、
同

じ
道

に
と
悲

し

く
思

ひ
な
が

ら
月

日
を
重

ね
し

間

に
、

故

殿

に
後

れ
奉

る
。
左

衛
門

督

・
幼

稚

な
れ
ば

見
立
進

ら

せ
ん

と
せ
し

か

共
、

又
督
殿

に
さ

へ
後

れ

て
誰
を
頼

む
方

も

な
く
、

鎌
倉
中

に
は
恨

め
し

か
ら

ぬ
人

も
な

く
思
沈

し

を
、
故
右

大
臣

実
朝

公
長

り
世
も
静

に
侍
り

(
一

二
表

)
し

に
、
思

外

の
事
有

て
大
臣

殿
失

給

ふ
。
是
社

浮
世

の
限

り
な

れ
。

何

に
命

の
存

へ
て
、

斯

る
歎
き

に
堪

ぬ
ら
ん

。
如
何

な

る
渕
河

に
も
身

を

投
ば

や
と
思

ひ
立

し
を
、

権
大

夫
義
時

が
様

々
申

事
有

て
、

三
代
将

軍

の

御

跡
を

誰

か
は
役

ひ
奉

る

へ
き
と
思

し
程

に
、
今

日
迄
空

し

く
存

へ
て
、

浩

る
事

を
見
聞

こ
そ
悲

し

け
れ
。
日
本
国

の
侍
達

昔

は
三
年

の
大

番

と

て
、

一
期

の
大

事

と
出
立
、

郎
従

一
族
迄

畏

と
晴

と
上

に
し
も

、
カ

ラ
尽

ぬ
れ

ば

下
向

に

は
歩

跣

に

て
帰

り
け

る
を
、
故

殿
憐

み
給

ひ
六

ヶ
月

に

つ
ゴ
め
、

分

際

に
応

じ
て
諸

人

の
助

を
計

ら

ひ
置

せ
給

ひ
、

今

は
何

れ
も
栄

耀

に
御

座

す

ら
ん
。
萬

に
付

て
情

深

き
御

恩

を
忘

れ
て
京

方

へ
参

ら
ん

と
も

、
又

留

り

て

(
一
二
裏

)
味
方

に
奉

公
仕

ら
ん

と
も
、

只
今
槌

に
申

切

と
そ
宣

ひ
け

る
。
是

を
承

る
大
名

小
名

皆
袖

を
校

り
て
申

け

る
は
、

拙

き
鳥
獣

迄

も

人

の
恩

を
忘

れ
す

と
社

承

れ
。

ま
し

て
代

々
恩

深

く
蒙

り
し

我
等

、
此

度

罷

り
向

ひ
侍

ひ

て
、
都

を
枕

に
し
て
屍

を
禁
中

に
晒
さ

ん

と
社
存

し
候

へ
。

誰
し

も

一
人
と

し
て
此
志

を
背

く
者

は
侍

は
ず
。

御

心
安

思

召

・
候

へ
と

て
、

御
前

を
立

て
宿

所

く

に
帰

ら
れ
け

り
。

 
鎌
倉
軍
勢
上
洛
之
事

去
程
に
大
名
小
名
集
り
て
軍
の
評
定
有
け
る
処

に
、
武
蔵
守
泰
時
申
さ
れ

け
る
は
、
是
程
の
御
大
事
、
無
勢
に
て
は
如
何
有
べ
き
。
両
三
日
も
延
引

せ
ら
れ
、
片
邉
土
に
居
住
す
る
若
党
冠
者
原
を
も
召
具
し

二

三
表
)
候

は
や
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
権
大
夫
義
時
申
さ
れ
け
る
は
、
君
の
御
為
に
忠

の
み
存
じ
て
不
義
な
し
。
人
の
識
に
因
て
朝
敵
と
仰
下
さ
る
〉
上
は
、
仮

令
百
千
万
騎
の
勢
を
具
し
た
り
と
も
、
天
命
に
背
く
程
に
て
は
、
君
に
勝

進
ら
す
べ
き
や
。
只
運
に
任
す
べ
し
。
早
疾
上
洛
す
べ
き
な
り
と
、
軍
の

手
分
を
ぞ
定
ら
れ
け
る
。
明
れ
は
五
月
二
十

一
日
、
藤
澤
左
衛
門
尉
清
親

が
本
に
軍
立
し
、
翌
日
未
明
に
打
立
給
ふ
。
先
陣
は
相
模
守
時
房
、
二
陣

は
武
蔵
守
泰
時
、
三
陣
は
足
利
武
蔵
前
司

・
、
四
陣
は
三
浦
駿
河
守
義
村
、

五
陣
は
千
葉
介
胤
綱
と
そ
聞
へ
け
る
。
相
随
ふ
輩
に
は
、
城
ノ
入
道
毛
利

蔵
人
入
道
少
輔
判
官
代
駿
河
次
郎
左
原
次
郎
左
衛
門
尉
同
三
郎
左
衛
門
尉

同
又
太
郎
天
野

(
=
二
裏
)
左
衛
門
尉
狩
野
介
入
道
後
藤
左
衛
門
尉
小
山
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新
左
衛
門
尉
中
佐
太
郎
伊
吹
七
郎
宇
都
宮
四
郎
筑
後
太
郎
左
衛
門
尉
葛
西

五
郎
兵
衛
尉
角
田
太
郎
同
孫
平
次
相
馬
三
郎
父
子
三
人
國
分
三
郎
大
須
賀

兵
衛
尉
佐
野
小
次
郎
入
道
同
七
郎
太
郎
同
八
郎
伊
佐
大
進
太
郎
江
戸
八
郎

足
立
三
郎
佐
々
目
太
郎
階
太
郎
早
川
平
三
郎
丹
児
玉
猪
俣
本
間
渋
谷
波
多

野
松
田
河
村
飯
田
土
肥
土
屋
成
田
伊
藤
宇
佐
見
奥
津
を
始
と
し
て
、
都
合

其
勢
十
万
余
騎
東
海
道
を
そ
押
上
る
。
東
山
道
の
大
将
軍
に
は
、
武
田
五

郎
父
子
八
人
小
笠
原
次
郎
父
子
七
人
遠
山
左
衛
門
尉
諏
訪
小
太
郎
伊
具
右

馬
允
入
道
を
始
と
し
て
、
其
勢
都
合
五
万
余
騎
也
。
式
部
丞
朝
時
は
四
万

余
騎
を

(
一
四
表
)
率
し
て
北
陸
道
よ
り
責
上
る
。
鎌
倉
に
は
大
膳
大
夫

入
道
宇
都
宮
入
道
葛
西
壱
岐
入
道
隼
人
入
道
信
濃
民
部
太
輔
入
道
隠
岐
次

郎
左
衛
門
尉
、
是
等
を
始
と
し
て
御
留
守
を
ぞ
勤
め
け
る
。
親
上
れ
ば
子

は
留
り
、
子
息
登
れ
ば
父
残
り
、
兄
弟
迄
も
引
分
て
上
せ
留
む
る
心
有
。

北
條
右
京
権
大
夫
義
時
は
鎌
倉
将
軍
家
の
執
権
た
り
。
若
君
を
守
護
し
奉

り
て
態

・
留
り
御
座
し
け
る
が
、
院
宣
の
御
使
推
松
を
召
出
し
、
汝
を
ば

京
都
に
返
す
べ
し
。
院
に
参
り
て
申
べ
き
様
は
、
義
時
昔
よ
り
忠
義
を
の

み
存
ず
る
身
を
、
諦
を
信
ぜ
ら
れ
違
勅
の
者
に
成
候
。
舎
弟
時
房
を
始
て

子
に
て
候
泰
時
朝
時
以
下
、
三
方
の
軍
勢
十
五
万
余
騎
を
進
ら
せ

・
て
、

御
腹
居
さ
せ
給

(
一
四
裏
)
ふ
べ
し
。
未
叡
慮
納
ら
ず
ば
、
三
郎
重
時
四

郎
政
村
を
先
と
し
て
二
十
万
騎
を
伴
ひ
、
義
時
参
り
て
申
べ
し
と
、
必
奏

聞
い
た
せ
よ
と
て
出
さ
れ
た
り
け
れ
は
、
辛
き
目
を
免
る
さ
れ
命
助
か
り

た
る
が
嬉
し
さ
に
、
跡
を
も
見
か
へ
ら
ず
、
六
月
朔
日
京
着
し
て
嘉
陽
門

の
御
所
に
参
り
し
か
ば
、
物
に
も
覚
ぬ
公
卿
殿
上
人
立
出
給
ひ
、
推
松
帰

り
参
た
り
。
如
何
に
義
時
が
首
を
ば
誰
か
取
て
進
ら
す
る
ぞ
。
関
東
に
は

合
戦
の
始
り
し
か
。
義
時
鎌
倉
に
泳
り
得
じ
。
何
方

へ
も
落
行
音
は
聞
へ

ざ
り
し

か
。
左
社

彷
裡

・
る
ら

ん
。

如
何

に
く

と
仰

け
れ

は
、
推

松
打

涙
ぐ
み
て
申
け
る
は
、
平
九
郎
判
官
の
御
文
を
三
浦
駿
河
守
義
村
受
取
て

権
大
夫
義
時
に
見
せ
し
よ
り
、
鎌
倉
中
騒
動
し
、

(
一
五
表
)推
松
は
深
く

忍
び
て
其
有
様
を
見
侍
ふ
に
、
大
名
小
名
諸
国
よ
り
馳
集
り
、
京
都
を
さ

し
て
三
方
よ
り
推
上
候
。
十
九
万
余
騎
と
は
申
せ
共
、
如
何
様
百
万
騎
も

侍
ら
ん
。
鎌
倉
よ
り
尾
張
迄
は
野
に
も
山
に
も
軍
兵
充
々
て
推
て
行
。

一

時
も
早
く
告
申
さ
ん
と
て
急
き
上
り
て
候
と
申
す
。
公
卿
殿
上
人
皆
興
を

さ
ま
し
て
物
を
も
申
さ
れ
ず
。

一
院
聞
召
、
武
士
共
の
上
ら
ん
跡
に
て
義

時
が
首
は
取
て
進
ら
す
る
者
の
有
ら
ん
す
る
ぞ
と
は
勅
定
有
け
れ
と
も
、

思
ひ
の
外
の
大
軍
に
、
倦
み
て
ぞ
思
召
さ
れ
け
る
。

 
大
炊
ノ
渡
リ
軍
 
付
御
所
焼
太
刀
之
事

一
院
は
、
関
東
大
軍
に
て
責
上
る
由
聞
し
召
れ
、
京
都
の
内

へ
入

(
一
五

裏
)
来
ら
は
悪
か
り
な
ん
。
出
向
て
追
散
す
べ
し
。
先
宇
治
勢
田
の
橋
を

や
引
て
待
べ
き
。
尾
張
川

へ
や
向
ら
る
べ
き
と
評
定
有
。
尾
張
河
迄
馳
向

て
、
若
敵
強
く
し
て
味
方
破
れ
た
ら
ん
時
に
こ
そ
、
宇
治
勢
多
に
て
も
防

か
る
べ
け
れ
。
尾
張
河
に
は
九
瀬
有
。
手
分
し
て
瀬
々
に
遣
し
防
れ
ん
と

て
、
大
炊
の
渡
り
へ
は
駿
河
大
夫
判
官
糟
谷
四
郎
左
衛
門
尉
筑
後
太
郎
左

衛
門
尉
同
六
郎
左
衛
門
尉
に
西
面
の
者
共
二
千
余
騎
を
差
添
て
遣
は
さ

る
。
鵜
沼
の
渡
り
へ
は
美
濃
の
目
代
帯
刀
左
衛
門
尉
神
士
蔵
人
入
道
父
子

三
人
に
一
千
余
騎
を
差
添
て
向
ケ
ら
れ
た
り
。
板
橋
の
渡
り
へ
は
朝
日
判

官
代
海
泉
太
郎
其
勢

一
千
余
騎
を
向
は
せ
ら
る
。
気
瀬
の
渡
り

へ
は
富

木

・
判
官
代
関
左
衛
門
尉

一
千
余
騎
。
大
豆
途

の
渡
り
へ
は

(
一
六
表
)

能
登
守
秀
康
平
九
郎
判
官
胤
義
下
総
前
司
盛
綱
安
藝
宗
内
左
衛
門
尉
同
藤

左
衛
門
尉
、
是
等
を
初
と
し
て
都
合

一
万
余
騎

に
て
向
ひ
た
り
。
食
の
渡

り
へ
は
阿
波
太
郎
入
道
山
田
左
衛
門
尉
五
百
余
騎
に
て
馳
下
る
。
稗
嶋
の

渡
り
は
矢
野
次
郎
左
衛
門
尉
長
瀬
判
官
代
五
百
余
騎
。
墨
俣
川
へ
は
河
内
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判
官

秀
澄

山

田
次

郎

重
忠

一
千
余

騎
。
市

川

前

の
渡

り

は
加

藤
伊

勢
前

司

光
定

五
百
余

騎
。

以

上

一
万
七
千

余
騎
也

。
敵

の
人

数

に
比

ふ
れ
は
、

十

か

一
に
も

及

は
さ

る

に
、
し

か
も
是

を
分

ケ
遣
し

小
勢

に

て
大
軍

を
防

ぐ
。

其
謀

は
有

も
ぞ

す
ら

ん
。
先

は
拙

き

軍
謀

か
な

と
心
有

人
は
思

ひ
け

り
。

東
海

道

の
先
陣

相
模

守
時

房

は
、
六

月
五

日

の
辰

の
刻

に
尾
張

国

一
の
宮

に
着

陣

し
て
、

(
一
六
裏
)
軍

の
手
分

を
せ

ら
れ

け
り
。
東

山
道

よ

り
押
上

る

大
将

は
、
武

田
五

郎
父

子

八
人
を
初

と

し

て
其

勢
五

万
余
騎

、
何

れ
も

聞

ゆ

る
勇

士
共
也

。

武

田
既

に
本

国

を
出

る
日

は
十
死

一
生

と
て
極

た

る

悪

日
な

り
。
如
何

有

べ
き

、
只

明
日
軍

立

し
給

へ
か
し

と
申
者

多

か
り
け

る

。
武

田
五
郎

云
け

る
は
、

何
条

去
事

の
有

べ
き
。
侍

の
軍

に
向

ふ
程

に

て
は
命
生

て
帰

る

べ
し
と

は
覚

へ
す
。

是
社

吉

日
成

れ

と

て
勇

み
進

み

て

上

り
し

が
、
既

に
市

原

に
陣
を
取

る
。

斯

る
所

へ
院

宣

の
御
使

と

て
、
武

田

五
郎
小

笠
原

次
郎

両
人

が
中

へ
三

人
迄

ぞ
下

さ
れ
け

る
。

一
天

の
君

の

思

召
立
給

ふ
此

度

の
御

大

事

に
、
如
何

で
か
怨
敵

と
成

て
内
侍

所

に
向

ひ

奉

り
、
矢

を
放

つ

へ
き
道

な

し
。
只
疾

東
方

に
参

り

て
朝

(
一
七
表

)
敵

を

討

て
奉

れ

と
有
け

れ
ば

、
小
笠

原

則
武

田
方

へ
使
を

以
如
何

御
計

ら

ひ

候

と
云

す
る

に
、
唯

切

て
捨

給

へ
と

い
ふ
。

信
光

も
左

様
思

へ
と

て
、

三

使

の
中

に
二
人

は
首

を
刎

て

一
人

は
追

放

て
京
方

に
ぞ

帰
し

け
る
。

武

田

五
郎

が
郎

等

に
武

藤

新
五

と
云
者

有
。

水
練

の
達

者
也

。
大
炊

ノ
渡

り
瀬

踏

し

て
見

よ

と
云
け

れ

は
、
畏

り
と

て
渡
り

の
瀬
踏

仕
負

せ

て
帰
り
来

る
。

行

の
西

の
岸
極

て
高

く
、
轍

く

馬
を
扱

ひ
か
た

く
、
水
底

七

八
段

に
菱
を

植

流

し
乱

杭
逆

茂
木

を
打

て
候

を
、

馬

四
五
疋

を
あ
げ

ん
程
、

菱

を
取
捨

乱
杭

を
抜

捨

て
験
を

立

て
置
た

り
と
申

す
。

武

田
川
端

に
す

〉
め

は
、
信

濃

国

の
住
人
千

野

五
郎
河

上
左

近
馬

を
打

入

て
渡
す
所

に
、

(
一
七

裏
)
京

方

よ

り
黒
革
威

の
鎧

に
月

毛

な

る
馬

に
乗

、
塗

籠
藤

の
弓
持

た

る
兵

、

川

端
に
下
り
て
只
今
岸
 
渡
す
は
何
者
ぞ
と
詞
を
か
け
た
り
。
是
は
武
田
五

郎
殿
の
御
手
に
属
せ
し
信
濃
国
住
人
千
野
六
郎
河
上
左
近
と
名
乗
け
り
。

此
武
者
聞
て
、
某
も
同
国
住
人
に
大
妻
太
郎
兼
澄
と
云
者
ぞ
。
千
野
は
我

等
が

一
門
ぞ
か
し
。
川
上
殿
に
申
承
ら
ん
と
て
能
引
て
兵
ど
射
る
に
、
左

近
が
引
合
せ
を
箆
深
に
射
さ
せ
て
倒
に
落
て
流
れ
た
り
。
千
野
六
郎
続
て

渡
す
処
を
又
矢
を
番
ひ
て
射
た
り
け
れ
は
、
六
郎
か
乗
た
る
馬
の
弓
手
の

太
腹
を
射
さ
せ
て
、
馬
は
平
に
転
ひ
た
り
。
千
野
六
郎
太
刀
を
抜
て
、
逆

茂
木
の
上
に
飛
上
る
。
京
方
の
陣
よ
り
武
者
六
人
馳

(
一
八
表
)
寄
て
、

六
郎
を
ば
討
取
け
り
。
是
を
初
め
て
常
磐
六
郎
吾
妻
太
郎
内
藤
八
続
て
渡

し
け
る
所
に
、
大
妻
太
郎
に
射
落
さ
れ
て
川
に
流
れ
て
死
た
り
け
り
。
武

田
五
郎
易
か
ら
ず
思
ひ
て
打
入
て
渡
す
を
見
て
、
舎
兄
悪
三
郎
舎
弟
六
郎

同
七
郎
武
藤
五
郎
内
藤
七
新
五
黒
河
岩
崎
五
郎
以
上
九
人
そ
渡
し
け
る
。

京
勢
雨
の
降
る
如
く
に
矢
を
放
つ
に
、
少
し
も
眼
ふ
色
も
な
し
。
小
笠
原

次
郎
百
騎
計
に
て
押
渡
る
。
京
勢
河
端
に
下
り
向
ふ
て
戦
ふ
。
寄
手
の
大

勢
物

共
せ
ず

、
打

入

く

雲

霞

の

こ
と
く
渡

し

か
け
て
、
時

の
声

を
作

り

て
責
懸
る
。
京
方
す
て
に
敗
れ
て
引
色
に
成
け
る
を
、
鵜
沼
の
渡
り
に
向

ら
れ
た
る
美
濃
の
目
代
帯
刀
左
衛
門
尉
五
十
騎
計
に
て
馳
来
る
と
い

二

八
裏
)
へ
と
も
、
終
に
打
立
ら
れ
て
引
退
く
。
同
国
の
住
人
蜂
屋
冠
者
は

信
濃
国
住
人
伊
豆
次
郎
に
組
れ
て
討
れ
た
り
。
筑
後
六
郎
左
衛
門
尉
は
洗

革
の
鎧
に
母
衣
か
け
て
白
月
毛
の
馬
に
乗
り
て
落
行
け
る
を
、
武
田
七
郎

逢
し
、
余
す
ま
じ
き
ぞ
と
て
追
懸
た
り
。
六
郎
左
衛
門
返
す
に
難
き
事
か

と
て
、
御
所
焼
と
云
太
刀
を
抜
て
引
返
し
撃
て
か
〉
る
。
抑
此
太
刀
は
、

備
前
国
住
人
藤
原
三
郎
家
次
と
云
鍛
冶
を

〕
院
に
召
上
せ
て
、
君
御
手
つ

か
ら
鍛
は
せ
ら
れ
て
打
立
ら
れ
し
太
刀
に
て
有
。
御
所
焼
と
名
を
付
ら
れ
、

公
卿
殿
上
人
北
面
西
面
の
輩
、
御
気
色
能
程
の
者
は
皆
給
は
り
て
帯
し
け

一65一



り
。

名
詮

自
性

の
道

理
な
ら

ば
、
此

太

刀

の
名

こ
そ
忌

々
ま
し

け

れ
。

筑

後

六
郎
左

衛
門

(
一
九

表
)

今
度
大

炊

ノ
渡

り

に
向

ら

れ

て
、
都

を
出

け

る
時

一
院

よ

り
給

は
り

て
此

度
帯

し

て
下
り

し
が
、

武

田
七
郎

掛
寄

て
押

並

ぶ
を

、
馬

の
平
首

手
綱

を
そ

へ
て
切

て
落

し
、
其

間

に
筑
後

左
衛

門
落

延

た
り
。

武

田
下
り

立

て
離

馬

に
乗

替

て
、
哀

敵

を
遁

し
け
り

と
歯

咀
を

し

て

そ
拍

へ
た
り
。

大
竹
小

太
郎

も
落

け

る
所

に
、

信
濃

国
住

人
岩

手
三

郎

父

子
追

懸

て
、
如
何

に
大

竹
殿

と
見

る

は
僻
目

か
。
和

殿

は
武
蔵

の
住

人

に

て
関

東

の
御

恩

深
く
、

仰

に
因

て
都

へ
は
上

ら
れ

た
り
。

悪

く
も
計

ら

ひ

て
京

方

に
は
成
給

ひ
け
り
。
降

参

し
給

へ
。
如

何

に
も
申

さ

ん
と
云

け

れ

は
、
大
竹

馬
を
引

返
し

思
案

す

る
所
を

、
岩
手

父

子
押

並

べ
て
組

落

し

、
指
殺

し

て
首

を

(
一
九

裏
)
取

る
。

此

大
竹

は
相
撲

を
好

て
力

も
強

く

心
も
剛

也
。

先
年

一
院

よ
り
関
東

へ
仰

ら

れ

て
、

力
強

く
し

た

〉
か
成

ん
相
撲

の
達
者

を
進

ら
せ

よ
と
有

し

か
ば

、

選
び
出

し

て
上

せ
ら

れ
、
元

は
家
光

と
名
乗

け

る
を
、
西

面

に
召
れ

て
家

任

と

い
ふ
名

を

は
院

よ
り

ぞ

付

給

ひ
け

る
。

岩
手

程

の
男

に
は
中

々
討

る
ま

し
き
者
成

し

が
、

運

の
尽

ぬ
る
故

に
や
、
暗

々
と
討

れ
し

は
、
二
心

の
起

り

て
謀
ら

れ
け

る
処

な
り
。

大

炊
渡

り
破

れ
て
東

山
道

の
大
軍
打

入

と
見

へ
け
れ
は

、
平
九

郎
判

官
胤

義

、

口
惜
き
事

か
な

。
胤
義

罷
向

ふ

て

一
戦

せ

ん
と

て
五
百
余

騎

に

て
馳

来

る
。
能

登
守

秀
康
申

け

る
は
、

此
大

軍

に
前

後

を
包

ま
れ
な

ば
由

々
敷

大

事
也

。
尾

張

・
敗

れ
な
ば

引

(
二
〇

表
)

退

ぞ
き

て
宇

治
勢

田

を
防
げ

と
社
院

に
は
仰

下

さ
れ
し
。

秀
康

は
引

上

り

て
宇

治

に
て
防

き
け

ん

と
て

落

行

け
れ
ば
、

平
九
郎

判
官

も
力

及
ず

打
連

て
社
落

上

り
け

れ
。

 

株
瀬

川
軍
 

付
関
東

勢
手

賦

之
事

大

豆

の
渡
り

へ
は
相

模
守
足

利
武

蔵
前

司
向

は

れ
た
り

。
足
利

小

太
郎
兵

衛

阿
曽

沼
小

次
郎
近

綱
を
初

め
て
川

に
打

入
渡

し
け

る

に
、
京

勢

は
皆
落

失

て
防

く
者

一
人

も
な

し
。
美

濃
国

錘

田
と
云

所

に
し

て
京
勢

少

々
出

合

て
戦

ふ
と

云

へ
と

も
、
大

軍
折

重

り
荒
手

入
替

り
け

る
故

に
、

多

く

は
皆

討

取

れ
、

又
散

々
に
落

て
行
。

尾
張

国
住

人
山

田
次

郎
重

忠

此
有

様

を
見

て
云
様

(
二
〇
裏

)

は
、
君

の
仰

を
蒙

り
京
都

よ

り
討
手

に
向

ら
る
者

共

の
、

尾
張
川

に
て
も
恥
有

る
矢

の

一
つ
を
も
射

ず
跡

を
も

か

へ
り

見
ず

し

て
落
て
帰
り
、
道
の
程
に
も
甲
斐
く

敷
軍
を
せ
で
京
迄
も
追
立
ら
れ
、

関
東
武
士
に
笑
る
〉
の
み
に
あ
ら
ず
、
君
御
尋
有
ん
に
は
何
と
か
答

へ
奉

ら
ん
。
重
忠

一
軍
し
て
此
憤
を
散
せ
ん
と
思
ふ
也
と
て
、
郎
等
に
水
野
左

近
大
金
太
郎
太
田
五
郎
兵
衛
藤
兵
衛
伊
豫
坊
荒
左
近
兵
部
坊
以
下
九
十
余

騎
を
前
後
左
右
に
立
て
、
杭
瀬
川
の
端
に
て
敵
を
相
待
所
に
、
奥
州
の
住

人
岳
嶋
橘
左
衛
門
五
十
余
騎
に
て
川
を
渡
し
散
々
に
戦
ふ
。
岳
嶋
が
郎
等

加
治
丹
内
佐
賀
羅
三
郎
矢
庭
に
射
臥
ら
れ
、
其
外
の
者
共
も
手
を
負
ぬ
は

無
り
け
り
。
大

(二

一
表
)
将
軍

・
蔵
守
泰
時
川
端
に
打
臨
み
軍
の
下
知

を

せ
ら

る
れ
ば
、

跡

よ
り
大

軍
重

り

て
ひ

た
く

と
川

を
渡

す
。

山

田
次

郎
叶
は
す
し
て
南
を
指
て
落
て
行
。
武
蔵
国
住
人
高
枝
次
郎
只

一
騎
川
瀬

を
渡
し
て
細
縄
手
に
掛
り
て
追
か
け
し
に
、
敵
七
八
騎
返
し
合
せ
高
枝
を

中
に
取
籠
て
戦
ふ
に
、
高
枝
片
足
を
田
の
中
に
踏
入
て
片
足
は
縄
手
に
脆

き
、
立
寄
る
敵
二
人
が
諸
膝
薙
て
切
伏
、
立
上
ら
ん
と
す
る
所
に
、
遂
に

し
て
切
伏
ら
れ
、
敵

一
人
馳
寄
て
首
を
取
ん
と
す
る
処
に
、
大
軍
圏
と
続

き
た
れ
ば
打
捨
て
落
て
行
。
関
東
勢
近
付
て
手
負
を
見
れ
ば
、
鎧
物
具
朱

に
成
て
誰
と
も
更
に
見
へ
分
す
。
大
将
武
蔵
守
あ
ら
無
漸
や

(二

一
裏
)

な
。
此
者
痛
手
負
た
れ
ど
も
、
未
だ
死
ず
片
息
な
る
ぞ
。
何
者
ぞ
、
名
乗

れ
と
有
し
に
、
武
蔵
国
住
人
高
枝
次
郎
と
云
け
れ
ば
、
能
々
見
せ
ら
る
〉

に
痛
手
薄
手
三
ヶ
処
、
是
に
て
も
死
ざ
る
は
天
命
有
者
也
と
て
、
人
を
副

て
鎌
倉
へ
そ
下
さ
れ
け
る
。
軍
兵
を
憐
み
給
ふ
大
将
の
志
を
感
せ
ぬ
は
無

 ・・



り

け

り
。

伊

具
六
郎

有
時

が
郎

従

に
伊
佐

三
郎
行

正

と
名
乗

て
、
山

田
次

郎

を
追
詰

て
引

組

て
堀

の
底

に
落

入
た

り
。
敵

も
味
方

も
是

を
知

ら
ず
、

上

に
成

下

に
成

半
時

計
揉

合

た
り
。

伊
佐

三
郎

が
雑
色

一
人

具
し

た
り

け

る
が
、
主

の
軍
す

る
加
勢

に
も
成

ら
ず
、
敵
と
打

合
時

は
立
退

て
見

物
し
、

戦

ひ
労

れ

て
休

む
時

は
突

と

し

て
傍

に
居
た

り
。

組
合

共
只

見
物

し

て
助

く

へ
き
色

(
二

二
表

)

も
な

し
。

其
間

に
山

田
が
郎
等

藤
兵
衛

尉
立

帰

り

て
伊
佐

を
押

伏
、

山

田
を
馬

に
拾
乗

せ
て
落

て
行

。
伊

佐
も
討

れ

さ
る
を

幸

に
し

て
、
味

方

に
そ
馳

入

け
る
。

去
程

に
東

山
東
海

両
道

の
軍
勢

壱

つ

に
成

て
上
り

け
れ

は
、

野
も
山

も
兵

共
充

々
て
幾

千

万
と
も
数

知

ら
ず
。

野
上

に
垂
井

に
陣

を
取
、

震

に

て
軍

の
手

賦
を

ぞ

い
た
さ

れ
け
る
。

相
模

守

時
房

は
勢

田

へ
向

ひ
給

ふ

べ
し
、

供
御

の
瀬

に
は
武

田
五
郎

信
光

、
宇

治

の
渡

り
は
武

蔵
守

泰
時

、

】
口

へ
は
毛
利

蔵

人
入
道

、
淀

ノ
渡

は
駿
河

守

義
村
向

は

れ
給

へ
と
定

め

ら
れ

し
処

に
、
相
模

守
殿

の
手

の
者

に
本
間

兵

衛
尉

忠
家

と
云
者

進

み
出

て
申

け

る
は
、
駿

河
守
殿

は
悪

し
く

も
計

ら

ひ
給

ふ
物

か
な
。
相

模
守

殿

の
若
党

等

に
は

(
二

二
裏

)
軍

を
な

せ
そ

と

思

し
侍

ふ

か
。

如
何

な

る
御
心

に
て
斯

は
あ

て
か

ひ
給

ふ
や

ら
ん

と
申

け

れ
は
、
義

村
申

さ

れ
け

る
様

は
、
某

当
家

に
久
敷

者
也

。
関
東

よ

り

ケ
様

の
事

を
も
計

ら

ひ
申

せ

と

て
上
洛

せ
し

め
給

ふ
。
我
往

昔

よ
り
御

大
事

に

は
度

々

に
逢

て
、
多

く

の
事

と
も
見

置

て
候
。

平
家
追

討

の
時

、
関

東

の

兵

共
を
差

上

せ
ら

れ
侍

ら

ひ
し

に
、

勢
多

へ
は
三
河
守

範
頼
、

宇
治

へ
は

九

郎
判
官

義
経
向

は
せ
給

ひ
、

上
下

の
手

に
て
平

家
を

追
落

し
軍

に
打
勝

せ
給

ひ
て
候
。

是

は
先
規

の
御

吉
例

な

れ
は
、

斯
手
賦

は

い
た
し

て
候
。

軍

せ

さ
せ
し

と
は
思

ふ

へ
き
事

に
て
も
侍

は
ず
。
然

る
を

ケ
様

に
被

申
条

、

存

外

の
至

に
候

。
勢

多

へ
は
敵

の
向

ふ
間

敷

に
て
候

か
。
軍

は
何

く
も

(
二

三
表

)
嫌
は
ず

、

只
兵

の
心

に
有

べ
き
物

を

と
申

さ
れ
し

か
ば

、

本
間

は

兎
角
申
に
及
す
、
赤
面
し
て
引
退
く
。
用
な
き
誓
言
か
な
と
笑
ふ
人
も
多

か
り
け
り
。
北
陸
道
は
小
笠
原
次
郎
を
大
将
と
し
て
、
千
葉
介
筑
後
太
郎

左
衛
門
尉
中
沼
五
郎
伊
吹
七
郎
を
差
添
ら
れ
、
都
合

一
万
余
騎
、
小
関
よ

り
伊
吹
山
の
腰
を
廻
り
湖
水
の
西
を
近
江
路
さ
し
て
ぞ
責
上
ら
る
。

 
蒲
原
殺
所
謀
 
付
北
陸
道
軍
勢
責
登
る
事

北
陸
道
よ
り
向
は
る
〉
式
部
丞
朝
時
は
、
五
月
晦
日
に
越
後
国
府
中
に
着

て
勢
挑
し
、
加
治
入
道
父
子
三
人
太
湖
太
郎
左
衛
門
尉
小
出
四
郎
左
衛
門

尉
五
十
嵐
党
を
始
と
し
て
都
合
其
勢
四
萬
余
騎
、
越
後

(二
三
裏
)
越
中

の
境
な
る
蒲
原
と
云
所
に
行
か
〉
る
。
此
所
は
極
め
た
る
殺
所
な
り
。

一

方
は
岸
高
く
し
て
人
馬
更
に
通
ひ
難
く
、

一
方
は
荒
磯
に
て
、
風
烈
敷
折

節
は
船
路
も
又
心
に
任
せ
ず
、
岸
に
添
た
る
細
道
を
認
め
て
行
に
は
、
馬

の
鼻
を
四
五
騎
並
べ
て
通
り
得
ず
。
わ
つ
か
に

一
二
騎
宛
身
を
そ
ば
た

て
〉
打
過
る
。
市
降
浄
土
と
云
所
に
逆
茂
木
を
引
て
、
宮
崎
左
衛
門
尉
政

時
と
云
者
近
辺
の
溢
者
共
三
百
余
人
を
集
め
て
堅
め
た
り
。
上
の
山
に
は

石
弓
を
張
設
け
て
、
敵
推
か
》
ら
ば
弛
し
け
ん
と
用
意
し
た
り
。
関
東
勢

如
何
す
べ
き
と
案
し
煩
ふ
所
に
加
治
入
道
申
け
る
は
、
能
計
の
候
そ
や
と

て
、
近
辺
の
在
家
に
人
を
遣
し
、
七
八
十
疋
の
牛
を
取
集
め
両
の
角
に
続

松

(二
四
表
)
を
結
付
て
、
日
の
暮
る
〉
を
そ
待
か
け
た
る
。
既
に
夜
に

入
け
れ
は
、
彼
続
松
に
火
を
燈
し
て
道
筋
を
追
続
け
た
り
し
か
は
、
数
多

の
牛
共
続
松
に
恐
れ
て
走
り
懸
り
、
突
通
る
上
の
山
よ
り
是
を
見
て
、
す

は
や
敵
の
寄
る
ぞ
と
て
、
石
弓
の
有
る
限

一
同
に
逃
ヅ
し
か
け
た
れ
ば
、

数
多
の
牛
共
是
に
打
れ
て
死
す
。
軍
兵
等
は
事
故
な
く
打
過
て
、
夜
も
曙

に
成
け
る
。
比
逆
茂
木
近
く
押
寄
て
見
た
り
け
れ
は
、
折
節
海
の
面
は
な

ぎ
に
成
て
風
静
に
波
も
な
し
。
究
寛
の
時
分
也
と
て
汀
に
添
て
馬
を
打
入

海
を
渡
し
て
向
ふ
も
有
、
足
軽
共
は
手
に
く

に
逆
茂
木
取
退
て
打
て
通

一67一



る
。
逆
茂
木
の
内
に
は
郎
従
共
僅
に
四
五
十
人
計
、
篭
を
焼
て
居
た
り
け

る
が
、
大
勢
の
向
ふ
を
見
て
皆
打
捨
て

(二
四
裏
)
山
の
上
に
逃
上
る
。

心
安
く
押
通
り
、
越
中
と
加
賀
の
境
な
る
砥
並
山
に
懸
り
て
、
黒
坂
と
志

保
の
山
と
両
道
有
け
る
を
、砥
並

へ
は
仁
科
次
郎
宮
崎
左
衛
門
向
ひ
た
り
。

志
保
の
山

へ
は
糟
屋
有
名
左
衛
門
伊
王
左
衛
門
向
ひ
た
り
。
加
賀
国
住
人

林
富
樫
井
上
津
旗
、
越
中
国
住
人
野
尻
河
上
石
黒
の
者
共
京
方
と
し
て
七

百
余
騎
集
り
、
殺
所
を
切
塞
き
て
防
戦
ふ
と
い
へ
ど
も
、
大
軍
の
寄
手
な

れ
ば
叶
ず
し
て
砥
並
志
保
黒
坂
悉
く
破
れ
て
次
第
く

に
責
上
る
。
浩
る

所

に
山

法
師

に
美
濃

ノ
竪
者

観
賢

と

て
悪
僧
有

。
京

方

に
参

り

て
若
大
衆

法
師
原

近
辺

の
百

姓
等

一
千

四
五

百
人

を
集

め

て
、

水
尾
坂

を
堀

切

て
逆

茂
木
引

て
待

か
け

た

り
。
式

部
丞

朝
時

加
治

入
道
を

初

(
二
五
表

)

め

て

又
軍

の
評
定

あ
り

。
愛

は

又
六

ケ
敷
殺

所

の
要

害

に
し

て
、

し

か
も
味

方

の
人
数

は
長
途

に
疲

れ
た

り
。
軍

を

い
た
す

と
も
墓

々
敷

か
る

へ
か
ら
ず

。

何

と

か
計

ら
ひ
侍

は

ん
。

さ
れ

は
と

て
味

方

の
兵

一
人
も
大

切
也

。
討

せ

て

は
叶

ふ

べ
か
ら
ず

と
、
取

々
に
申

さ
れ
け

る
所

に
、
小
出

四
郎

左
衛

門

尉
進

み
出

て
申

け
る

は
、
山

法
師

は
心

浅
く

百
姓

は
臆
病

な

る
者

共

に

て

候
。

只
先
使

を
立

て
敵

の
有

様
引

見

ら
れ
候

べ
し
。

其
上

に
異

あ
ら
ば

又

術
も

侍

・
ん
と

て
、
我

手

の
郎
従

畑

野
太
郎

河
瀬
藤

次
両

人
を
遣

し
、

観

賢
が
方

へ
云
や

り
け

る
様

は
、
唯

今
打

通

る
は
北
条

式
部

丞
朝
時

、
随

ふ

軍
勢

四
万
余

騎
、

京
都

に
責

上

る
所
也

。
無

用

の
我

執

を
お

こ
し
小
勢

に

て

・

候

と
も
、

一
時

に
踏

破

り
候

は
ん
。

然

(
二
五
裏

)
れ

と
も
沙

門

に

て
ま

し
ま

す
故
、

禮
義

の
為

に
案

内

を
は
致

す
所
也

。
関

を
開

き

て
通
さ

る

べ
し
と

そ
云
遣

し

け
る
。

観
賢

思

の
外

の
大
軍

に
あ

ぐ
み

て
、
百
姓

等

は
我

々

に
て
始
終
叶

ひ
難

く
覚

け
れ
ば

、

さ
ん
候
。

京
方

以
後

の
御
外
口を

存
す

る
故

に
、

一
旦
斯

は
構

へ
て
候

。
義
勢

は
是
迄

也
。
逆
茂
木

引
退

て
、

御
通
り
有
べ
し
と
返
事
し
て
、
皆
散
々
に
開
退
け
れ
は
、
使
帰
り
て
此
由

を
申
に
、
思
ひ
の
外
な
る
事
成
と
て
事
故
な
く
打
通
り
、
漸
既
に
海
津
の

浦
よ
り
今
津
の
宿
を
打
過
る
に
、
今
は
手
を
指
す
者
も
な
く
夜
を
日
に
継

て
都
を
指
て
そ
責
上
ら
れ
け
る
。

 
宇
治
川
軍
敗
北
 
付
土
護
覚
心
謀
略
之
事

(二
六
表
)

山
田
次
郎
重
忠
は
杭
瀬
川
の
軍
敗
れ
て
後
、
都
に
帰
り
参
り
て
事
の
由
を

奏
聞
す
。
海
道
所
々
の
要
害
共
甲
斐
な
く
打
落
さ
れ
、
北
陸
道
の
軍
勢
も

都
近
く
責
寄
る
と
聞
へ
し
か
ば
、
六
月
九
日
酉
刻

に
一
院
は
御
祈
願
の
御

為
と
て
、
新
院
冷
泉
宮
諸
共
に
日
吉

へ
御
幸
な
る
。
東
坂
本
梶
井
宮
の
御

所

へ
入
御
ま
し
く

、
翌
日
卯
ノ
刻
に
都

へ
還
御
有
て
四
方
の
門
を
閉
ら

れ
、
兎
角
の
全
義
も
仰
出
さ
り
し
か
は
、
謀
叛
結
構
の
公
卿
殿
上
人
、
去

に
て
も
打
手
を
遣
し
防
が
れ
て
と
そ
と
、
進
め
申

て
手
分
を
そ
致
さ
れ
け

る
。
山
田
次
郎
重
忠
に
山
法
師
播
磨
竪
者
小
鷹
坊
智
性
坊
丹
後
を
始
め
て
、

二
千
余
騎
を
差
添
て
勢
多
の
手
へ
遣
は
さ
る
。
能
登
守
秀
康
平
判
官
胤
義

少
輔
入

(二
六
裏
)
道
近
廣
佐
々
木
弥
太
郎
判
官
高
重
中
條
下
総
守
盛
綱

安
藝
宗
内
左
衛
門
尉
伊
藤
左
衛
門
尉
、
是
等
を
先
と
し
て

一
万
余
騎
は
供

御
の
瀬

へ
向

へ
ら
る
。
前
中
納
言
有
雅
卿
甲
斐
宰
相
中
将
範
義
朝
臣
右
衛

門
尉
朝
俊
、
武
士
に
は
山
城
前
司
廣
綱
子
息
太
郎
左
衛
門
尉
筑
後
六
郎
左

衛
門
尉
熊
野
の
田
辺
法
印
十
万
法
橋
万
劫
禅
師
奈
良
法
師
土
護
覚
心
圓
音

坊
、
是
等
を
初
と
し
て

一
萬
余
騎
は
宇
治
の
渡
り
に
向
ら
れ
た
り
。
長
瀬

判
官
代
足
立
源
左
衛
門
尉
は
五
百
余
騎
に
て
牧
嶋
馳
向
ふ
。

一
條
宰
相
中

将
信
能
二
位
法
印
尊
長
は

一
千
余
騎
に
て

}
口
へ
そ
向
ら
れ
け
る
。
坊
門

大
納
言
忠
信
は

一
千
余
騎
に
て
淀

へ
向
は
る
。
河
野
四
郎
入
道
通
信
子
息

太
郎
は
五
百
余
騎
に
て
廣

(二
七
表
)
瀬
に
そ
向
ら
れ
け
る
。
去
程
に
東

海
道
の
先
陣
相
模
守
時
房
、
承
久
三
年
六
月
十
二
日
、
勢
多

の
橋
近
く
野

 ・:



路
に
陣
を
取
る
。
人
を
遣
し
て
見
せ
ら
る
〉
に
、
橋
の
中
二
間
を
引
落
し

掻
楯
を
か
き
、
山
田
次
郎
を
始
と
し
て
山
法
師
大
勢
に
て
招

へ
た
り
。
相

模
守
の
手
の
郎
等
早
川
重
三
郎
階
見
太
郎
佐
々
目
五
郎
足
立
三
郎
讃
岐
太

郎
等
、
橋
爪
に
押
寄
て
行
桁
を
渡
り
て
戦
ふ
に
、
江
戸
八
郎
真
甲
を
射
ら

れ
て
倒

に
落
て
流
れ
た
り
。
熊
谷
平
内
左
衛
門
久
米
左
近
吉
見
十
郎
廣
田

小
次
郎
押
詰
て
、
三
の
掻
楯
を
切
破
り
、
鍛
を
傾
け
て
責
か
か
る
。
山
田

次
郎
是
を
見
て
、
山
ノ
大
衆
に
向
ひ
て
、
あ
れ
程
の
小
勢
を
は
如
何
に
亘

さ
せ
給
ふ
ぞ
と
云
ひ
け
れ
は
、
(二
七
裏
)播
磨
竪
者
小
鷹
坊
心
得
た
り
と

て
、
大
長
刀
水
車
に
廻
し
て
寄
手
六
人
掻
楯
の
際
に
薙
伏
た
り
。
熊
谷
平

内
左
衛
門
尉
小
鷹
坊
に
引
組
て
首
を
掻
ん
と
す
る
処
に
、
山
田
次
郎
が
郎

等
荒
左
近
落
合
い
て
熊
谷
が
首
を
取
。
大
将
相
模
守
は
、
此
軍
早
く
過
て

人
数
を
損
す
る
事
、
然
る
べ
か
ら
す
。
暫
く
静
め
て
色
を
見
よ
と
下
知
せ

ら
れ
し
か
ば
、
橋
爪
を
引
退
て
只
矢
軍
計
ぞ
い
た
し
け
る
。
折
節
雨
降
出

て
車
軸
を
流
す
如
く
な
る
に
、
武
蔵
守
泰
時
如
何
思
は
れ
け
ん
、
家
子
芝

田
橘
六
を
召
て
河
の
瀬
踏
を
い
た
せ
と
有
。
芝
田
は
槙
嶋
の
二
岐
な
る
瀬

を
中
嶋

に
游
付
て
、
敵
の
様
躰
迄
能
々
見
負
せ
て
、
立
帰
り
て
有
様
を
申

上
る
処

に
、
佐
々
木
四
郎
只

一
騎
、
御
局
と
云
逸
物
の
栗

(二
八
表
)
毛

の
馬
其
長
ヶ
八
寸
に
余
り
た
る
に
白
鞍
置
せ
、
彼
二
岐
の
瀬
に
か
は
と
打

入
、
瀬
枕
を
切
て
金
に
渡
し
、
近
江
国
住
人
佐
々
木
四
郎
左
衛
門
尉
源
信

綱
、
今
日
宇
治
川
の
先
陣
と
そ
名
乗
け
る
。
是
を
見
て
中
山
佐
野
浦
野
白

井
多
胡
秋
庭
を
初
と
し
て
小
笠
原
四
郎
内
海
九
郎
河
野
九
郎
勅
使
河
原
小

三
郎
長
江
小
野
寺
関
左
嶋
を
初
め
て
、
諸
軍
打
入
く

渡
し
け
る
に
、
水

は

せ
か
れ

て
陸

は
海

に
ぞ

成

に
け
り
。

其
中

に
も
馬
弱

き

は
押
流

さ
れ

て

死
す

る
者
多

か
り

け
り
。

後

に
人
数

を
尋

ぬ
れ

は
、

八
百
余

人

は
流
れ

て

死

た
り
。

さ
れ

と
も
大
軍

な

れ
は
数

に
も

あ
ら
ず

。
京

方
下

合

て
散

々

に

防
戦
。

討

も
有
、

討

る

》
も
有

、
物

の
色

目

も
見

へ
分

す
。

右
衛

門
佐

朝

俊

は
敵

に
組

(
二
八
裏

)

れ
て
討

死

せ
ら

る
。
又

京
方

よ
り

緋
威

の
鎧

に

白
月

毛

の
馬

に
金

輻
輪

の
鞍

置

て
打
乗

た

る
武
者

一
騎

、
小

河

太
郎

に
寄

せ
合

て
打
笑

み
た

る
を
見

れ
は
鉄

漿
黒

也
。

小
河

押
並

へ
け
る

処
を

、
抜

打

に
甲

の
真

甲

を
打

れ
て
目

昏

み
け

れ
と

も
、
組

付

た
る
所

を
放

さ

す
馬

よ

り
ど
う

ど
組

て
落

た
り
。

心
を

静

め
て
見

た

り
け

れ
は
、

我

組

て
押

へ

た

る
敵

は
首

も

な
き
髄

計
也

。

こ
は

い
か

に
、
人

の
組

た

る
敵

の
首

を
傍

よ

り
取
事

や
有

と
は
呼

は

り
し

か
ば
、

武
藤

太
郎

殿

の
手

の
者

に
伊

豆
国

住
人

平
馬

太
郎

ぞ

か
し
。
和

殿

は
誰

ぞ
。
駿

河
守

殿

の
手

の
者

、
小
川

太

郎
経

村

と
名

乗

る
。

さ
ら
ば

と

て
首
を

返

す
。
小

川
是

を
受

取
ず

。
後

に

此
由

申

け
れ
ば

、
平
馬

太
郎

が
僻

事
也

と

て
小

(
二
九
表

)

川

に
勧
賞

給

は
り

ぬ
。

甲
斐
宰

相
範
義

朝

臣

の
御
首

に
て
ぞ
侍

り

け
る
。

佐

々
木
太

郎

左
衛

門
尉
氏

綱

は
同
名

四
郎

左
衛

門
尉

信
綱

が
甥

也
。
秋

庭

三
郎

に
組

て

討

れ
た

り
。
萩

野

次
郎
中

條
次

郎
左

衛
門

尉

も
寄

手
大
勢

に
取

籠
ら

れ
、

終

に
皆
討

れ
た

り
。
土

護
覚

心

は
散

々

に
戦

ふ
て
、
今

は
叶

ふ
ま
し

。
軍

は
是

迄
ぞ

と

て
南

を
指

て
落

て
行

。
敵

三
十

騎
計

に
て
、
遁

さ

し

と
て
追

懸

る
。
覚

心
元

来
歩
立

の
達

者

な
れ
ば

、

三
室
堂

の
僧

坊
迄

飛

が
如

く

に

走

り
入

て
、
客

殿
を
見

れ
ば

、
住

持

の
僧

か
と
覚

し

く
て
睡

り

居
た

る
其

前

に
、
物

・
具

を
脱
置

て
、

剃

刀

の
有

け

る

に
、

水
甕

を
取

具

し

て
縁

に

出

て
頭
を

そ
り

て
居

た
る
所

に
、

敵
続

き

て
打
入

て
、
物

具

の
傍

に

(
二

九
裏

)
居

け

る
僧
を
敵

そ

と
心
得

て
、

取

て
押

へ
て
首

を
取

て
ぞ
帰

り
け

る
。

一
挙

の
謀

に
無
漸

な

か
ら

も
命

を
助

か
り
、
奈
良

の
方

へ
落

行

た
り
。

熊

野

ノ
田
辺
法

印

は
子
息
千

王
禅

師

を
討

せ
な

が
ら
、

其
身

は
泣

々
熊
野

に
ぞ
帰

り

に
け
る
。
宇

治

の
渡

り
京
方

已

に
敗
北

し

て
、
横

川

ノ
橋

小
幡

山

伏
見

岡
屋

日
野
勧

修
寺

に
至

る
迄

、
落

人
多

く
道

々

に
て
討

れ

た
り
。

 ・・



供
御

ノ
瀬

鵜
飼

ノ
瀬
廣

瀬
槙

嶋
所

々

に
向

へ
ら
れ
し
京

勢
共

、
宇

治

の
北

の
在
家

に
火

の
手

の
上
る

を
見

る
よ

り
も
、
我

先

に
と
落
失

て
残

る
兵

一

人
も

な
し

。
夜

に
入

け
れ
ば

、
寄

手

は
次

第

く

に
静

か
に
川

を
ぞ
越

ら

れ
け
る
。

 
京
方
武
将
没
落
 
付
鏡
月
坊
歌

(三
〇
表
)

 
 
 
 
井
雲
客
死
刑
之
事

能
登
守
秀
康
平
九
郎
判
官
胤
義
山
田
次
郎
重
忠
は
散
々
に
打
成
さ
れ
、
郎

等
共
は
或
は
討
れ
或
は
落
失
て
、
頼
む
影
な
く
成
果
て
、

一
院
の
お
は
し

ま
す
四
辻
殿
へ
参
り
た
れ
ば
、
武
士
共
は
是
よ
り
何
方

へ
も
落
行
け
と
て

門
を
も
開
か
で
突
放
さ
る
。
山
田
次
郎
大
声
上
て
、
大
臆
病
の
君
に
語

・

は
れ
、
今
は
内
に
た
に
入
ら
れ
ず
、
憂
死
せ
ん
ず
る
は
と
て
南
を
指
て
打

け
る
が
、
嵯
峨
野
を
心
に
か
け
つ
〉
西
を
遥
に
落
行
処
に
、
子
息
伊
見
伊

豆
守
に
行
合
た
り
。
桂
川
の
辺
に
て
天
野
左
衛
門
尉
百
騎
計
に
て
追
詰
た

り
。
人
手
に
懸
ら
じ
と
や
思
ひ
け
ん
、
山
田
父
子
は
小
竹
の
中
に
走
入
て
、

腹
掻
切
て
死
に
け
り
。
(三
〇
裏
)平
九
郎
判
官
は
、
父
子
共
二
人
西
山
の

方
に
行
て
心
静
に
自
害
を
そ
い
た
し
け
る
。
天
野
四
郎
左
衛
門
は
首
を
延

て
出
た
り
し
を
、
則
切
て
捨
ら
れ
た
り
。
後
藤
大
夫
判
官
基
清
は
降
人
に

出
た
り
し
を
、
御
許
さ
れ
な
け
れ
ば
子
息
左
衛
門
尉
基
綱
申
請
て
切
に
け

り
。佗
人
に
切
せ
て
死
骸
を
申
受
て
孝
養
せ
ん
に
は
遥
に
劣
れ
る
事
也
と
、

人
人
傾
け
云
合
け
り
。
駿
河
大
夫
判
官
惟
宣
は
行
方
な
く
落
失
ぬ
。
二
位

法
印
尊
長
は
十
津
川
に
逃
籠
る
。
清
水
法
師
鏡
月
坊
同
弟
子
常
陸
坊
美
濃

坊
三
人
は
、
搦
捕
れ
て
既
に
切
へ
き
に
極
け
る
所
に
、
鏡
月
坊

一
首
の
歌

を
そ
詠
し
け
る
。 

勅
な
れ
ば
身
を
は
寄
て
き
武
士
の
八
十
宇
治
川
の
瀬

に
は
立
ね
と
 
 
(三

一
表
)
武
蔵
守
泰
時
此
歌
を
感
じ
て
、
命
助
よ
と
て

許
さ
れ
け
り
。

一
首
の
歌
に
師
弟
三
人
命
を
継
る
》
こ
そ
深
き
恵
み
の
陰

徳
な
れ
。
佐
々
木
山
城
守
廣
綱
同
弥
太
郎
判
官
高
重
も
生
捕
ら
れ
、
舎
弟

信
綱
に
預
け
ら
れ
六
條
河
原
に
て
切
れ
た
り
。
熊
野
法
印
も
故
郷
よ
り
追

出
さ
れ
、
道
に
て
か
ら
め
捕
れ
つ
〉
首
を
そ
刎
ら
れ
け
る
。
坊
門
大
納
言

信
忠
卿
を
ば
千
葉
介
預
り
、
関
東
に
下
り
給
ふ
へ
き
に
て
打
立
ら
れ
け
る

所
に
、
其
比
西
八
條
の
禅
尼
と
申
は
大
納
言
の
妹

に
て
、
鎌
倉
故
右
大
臣

実
朝
公
の
後
室
也
。
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
左
京
大
夫
義
時

へ
申
さ
れ
け
る

旨
有
け
れ
ば
、
さ
ら
ば
助
け
奉
れ
と
て
遠
江
国
舞
坂
よ
り
忠
信
卿
は
都
へ

帰
り
上
り

(=
=

裏
)
給
ふ
。
籠
中
の
鳥
の
雲
に
翔
り
、
姐
上
の
魚
の
海

に
帰
り
け
ん
。
目
出
度
け
り
事
也
。
中
御
門
前
中
納
言
宗
行
卿
は
、
小
山

新
左
衛
門
尉
具
し
奉
り
て
下
り
け
る
が
、
浮
島
が
原
に
て
切
れ
給
ふ
べ
し

と
聞
給
ひ
、
最
度
心
細
く
思
し
め
け
れ
ば
、
木
瀬
川
の
宿
の
亭
の
柱
に
斯

そ
書
付
給
ひ
け
る
。 

今
日
過
る
身
を
浮
島
が
原
に
て
ぞ
露
の
命
は
捨
定

め
け
る
 
其
日
の
暮
方
に
大
澤
に
て
ぞ
切
奉
る
。
其
外
の
人
々
も
皆
六
波

羅
に
渡
さ
れ
、
関
東
に
下
り
給
ふ
道
々
に
て
失
ひ
進
ら
せ
け
り
。
其
跡
の

有
様
、
宿
所
く

は
焼
払
は
れ
、
姫
君
北
の
方
と
云
れ
て
日
比
は
人
に
も

見

へ
じ
と
奥

深
く

籠

り

て
住
給

ひ
し
も
、

情

な
く

(
三

二
表

)

よ

る

べ
を

失

ひ
、

山

野

の
嵐

に
身

を
任

せ
、

心
成

ぬ
月
を

詠

め
、
只
悲

し

み
の
涙

に

沈

み

て
、
晴

ぬ
思

ひ
に
あ

こ
か
れ
給

ふ
。

同

し
世

に
だ

に
住

な
ら
ば

、
千

里

の
雲

は
隔

つ
と
も

又
見

る
由

も
有

へ
き
を
、

冥
途

如
何

な

る
境

そ
や
、

便

り

に
通

ふ
事

も
な

く
、
黄
泉

如
何

な

る
旅

な
れ
ば

、
帰

り
来

る

に
よ

し

そ
な

き
。

僅

に
残

る
者

と

て
は
、

主
を
離

し
面

影

な
り
。

見

る
も
中

々
悲

し
き

は
、
書

す

さ

ひ
た
る
筆

の
跡

、
形
見

と

な
る

ぞ
心
憂

。
北

の
方

女
房

達

余

り

の
事

の
堪

が

た
さ

に
、
髪

を
剃
世

を
遁

れ
苔

の
衣

に
身

を

な
し

て
、

亡

父

の
後

世
を

弔

ひ
給

ふ
。

哀
な

り
し
事

也
。

 

本
院

新
院

御
遷

幸

(三

二
裏
)

一70一



 

 

 
 

井
土
御

門
院

配
流
之

事

同
七
月

六

日
、
武

蔵
太
郎

駿
河

次
郎
数

万
騎

の
勢

を
率

し

て
院

の
御

所

四

ツ
辻

殿

へ
参
り

て
、
本

院
を
鳥

羽
殿

へ
御
幸

な
し
奉

る
ら
ん

と
奏
聞

し

け

れ

は
、

一
院

は
兼

て

よ
り
思

召
設

さ
せ
給

ひ
た

る
御
事
成

共

、
今

更
指
當

り

て
御

心

惑

は
し
御
座

す
。
先

女
房
達

を
出

さ

る

べ
し

と

て
車
を
輯

り

て

遣
り
出

す

に
、
若

謀
反

人
も

や
乗

ぬ
ら
ん

と

て
、

武
蔵
守

近

く
参

り

て
弓

の
筈

に
て
御
車

の
簾

を
挑

け

て
見
奉

る

こ
そ
、

理
な
が

ら
も

情
な

く
そ

覚

へ
た

る
。

一
院
頓

て
御

幸
な

る
。
往
昔

に
替

り

て
警
躍

も
な

く
供

奉
も

な

し
。
姑

躰

仙
宮

の
玉

の
淋

を
余

所

に
成

し

て
立

さ
り
、
九

重

の
花

の

(三

三
表

)
都

は
今

日
を
限

り
と
思

召
す
叡

慮

の
程

こ
そ
悲

し
け

れ
。
東

の
洞

院
を

下
り

に
、
七
條

殿

の
軒

の
妻
を
心

の
外

に
御

覧

せ
ら

る
。

作
道

よ

り

鳥

羽
殿

へ
入
せ
給

へ
は
、

関
東
勢

雲
霞

の
こ
と
く

四
方

を
囲

み

て
守

護

し

奉

る
。

玉

戻

に
近
付

臣
下

は

一
人
も
見

へ
給

は
ず

、
錦
帳

に
参

る
女
御

も

な

く
、
只
御

一
所

の
み
御

座

ま
す
。
同

し

き

八
日
、

六
波

羅

よ
り

使
を

以

て
御
出

家
有

へ
き
由

を
申

す
。
頓

て
戒
師

を

召
れ

て
御
飾

を
下

さ

せ
給

ふ
。

替
り

果
さ

せ
給

ひ
た

る
御

姿
を

、
信
実

を
召

て
似
絵

に
写

さ

せ
ら

れ

て
、

七
條

院

へ
奉

ら

せ
給

ひ
け
れ

は
、
御
覧

し
も

敢
ず
御

心

も
昏

ま
せ
給

ひ
て
、

修

明

門
院

を
誘

ひ
進

ら

せ
ら

れ
、

一
ツ
御
車

に
召

れ

て
鳥

羽

殿

へ
御

幸

な

る
。
御

車

を
指
寄

て

(
三
三
裏

)
斯

と
申

入
給

へ
は
、
院

は
手

つ

か
ら

御

簾
を

引
遣

ら
せ
給

ひ

て
、
龍
顔

を
差
出

さ

せ
ら
れ

て
ま

み

へ
御

は

し
ま

し
、

疾
早
御

帰

り
有

れ
と
御

手

に
て
招

き
遣

せ
給

ふ
。

七
條

女
院

も
修

明
門

院

も
御

目
も

呉
れ
心

も
消

て
、
絶

入
給

ふ
も

理
り
也

。
同

き
十

三
日

、
隠

岐

国

へ
遷
し
奉

る

べ
し

と
聞

へ
け
れ
ば

、
文
遊

し

て
九
條

殿

へ
参

ら

せ
ら

る
。

君

し
が
ら

み
と
成

て

と
有

。
其

奥

に
、 

墨
染

の
袖

に
情
を

か

け
し

よ
り

涙

は

か
り

も
朽

も
こ

そ
す
れ
 

御
供

に
は
殿

上
人

出

羽
前

司

重
房

内
蔵

権

頭
清
範
、
女
房
二
人
、
伊
賀
局
白
拍
子
亀
菊
ぞ
参
り
け
る
。
既
に
都
を
立

給
ひ
、
水
無
瀬
殿
を
御
覧
し
や
り
て
、
愛
に
あ
ら
ば
や
と
思
召
れ
け
る
も
、

責
て

(三
四
表
)
の
御
事
と
哀
れ
な
り
。 

立
籠
る
関
と
は
な
さ
て
水
無

瀬
川
霧
猶
晴
れ
ぬ
行
末
の
空
 
播
磨
国
明
石
の
浦

に
着
せ
給
ふ
。
愛
は
何

く
そ
と
御
尋
有
。
明
石
の
浦
と
申
け
れ
は
、 

都
を
は
く
ら
闇
に
こ
そ
出

し
か
と
月
は
明
石
の
浦
に
き
に
け
り
 
白
拍
子
亀
菊
斯
そ
読
け
る
。 

月

影
は
さ
こ
そ
明
石
の
浦
な
れ
と
雲
井
の
秋
そ
猶
も
恋
し
き
 
美
作
と
伯
看

と
の
中
山
を
越
さ
せ
給
ふ
と
て
、
向
ひ
の
岸
に
細
道
の
見
へ
け
る
を
、
何

く

へ
通
ふ
道
ぞ
と
御
尋
有
け
れ
ば
、都
へ
通
ふ
古
道
に
て
候
と
申
け
れ
は
、

千
代
の
古
道
な
ら
ば
、
都
に
も
近
か
る
べ
き
に
と
思
召
や
ら
せ
給
ひ
て
、

 
都
人
誰
践
初
て
通
ひ
け
ん
向
ひ
の
道
の
な
つ
か
し
き
か
な
 
出
雲
国
大

濱
の
湊
と
い
ふ
所
に
着
せ
給
ふ
。
見
尾
崎
と
云
所
也
。
修
明
門
院
の
御
方

へ
麦
よ
り
遣
し
給
ふ
御
書
の
奥
に
、 

知
る
ら
め
や
浮
身
を
崎
の
濱
千
鳥

泣
々
し
ほ
る
袖
の
け
し
き
を
 
是
よ
り
御
船
に
召
て
雲
の
波
煙
の
崎
を
漕

過
て
、
隠
岐
国
あ
ま
の
郡
刈
田
ノ
郷
と
云
所
に
、
御
所
と
て
造
り
設
け
た

る
怪
し
け
な
る
庵
の
内
に
入
せ
給
ふ
。
海
少
し
近
け
れ
は
寄
せ
く
る
波
の

音
高
く
、
梢
を
伝
ふ
嵐
の
声
御
夢
を
だ
に
結
ね
ば
、
最
度
浮
世
を
儒
ひ
し

ら
に
、
猿
な
泣
そ
と
悲
し
ま
せ
給

へ
ど
も
、
都
に
か
へ
る
つ
て
も
な
し
。

(三
五
表
) 

我
こ
そ
は
新
嶋
守
よ
沖
の
海
の
荒
き
波
風
心
し
て
吹
け

家
隆
卿
此
歌
を
都
に
て
承
り
、
後
の
便
に
読
て
奉
ら
れ
け
る
。 

寝
さ
め

し
て
聞
ぬ
を
聞
て
悲
し
き
は
荒
磯
波
の
暁
の
声
 
同
二
十
二
日
、
新
院
は

佐
渡
の
国
へ
遷
さ
れ
さ
せ
給
ふ
。
御
供
に
は
冷
泉
中
将
為
家
朝
臣
花
山
院

少
将
甲
斐
兵
衛
佐
教
経
上
北
面
藤
左
衛
門
大
夫
安
元
女
房
右
衛
門
佐

ノ

局
、
以
下
三
人
そ
参
り
給
ふ
。
斯
は
定
め
聞

へ
し
か
共
、
為
家
朝
臣
は

一

ト
ま
ど
の
御
送
り
を
も
申
さ
れ
ず
、
花
山
院
少
将
は
労
リ
と
て
道
よ
り
上
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ら
れ
、
右
兵
衛
佐
教
経
は
道
に
て
身
罷
り
ぬ
。
新
院
最
度
心
細
く
、
御
送

り
物
共
迄
も
御
名
残
惜
ま
せ
給
ひ
て
、
今
日
計
明
日
計
と
留
め
さ
せ
給
ふ

そ

(三
五
裏
)
哀
な
る
。
短
歌
遊
さ
れ
て
九
條
殿

へ
進
ら
せ
給
ふ
返
し
歌

に
、 

長
ら
へ
て
た
と
へ
は
末
に
帰
る
と
も
憂
は
此
世
の
都
也
け
り
 
九

條
殿
も
御
歌
の
返
し
と
て
短
歌
遊
し
て
返
し
歌
有
け
る
。 

い
と
ふ
と
も

な
か
ら

へ
て
降
る
世
の
中
の
憂
に
は
い
か
に
春
を
待

へ
き
 
同
二
十
四

日
、

一
院
の
御
子
六
條
宮
雅
成
親
王
は
但
馬
国
、
次
の
日
冷
泉
宮
頼
仁
親

王
は
備
前

の
児

嶋

へ
遷

さ

れ
さ

せ
給

ふ
。

き

ぬ
く

の
御
別

れ
、

取

々
の

御

歌
申

も
中

々
愚

か
也

。
取

分
修

明
門

院

の
御
歎

、
世

に
た

く

ひ
も

お
は

し
ま

さ
じ
と
見
奉

る
も
余

り
有
。

一
院

は
隠

岐
国

、
新

院

は
佐
渡

嶋
、

西

の
空

北

の
雲
何

に
付

て
も
苦

し

き
や
。

傾

く
月
を

御
覧

す
れ
ば

、
隠

岐

の

方
御

云
傳

せ
ま

ほ
し

く
、
初

雁

(三
六

表
)

金
を

聞

し
召
ば

、
佐

渡

の
有

様

問
ま

ほ
し
。

澤
辺

の
蛍

の
す

た
く

に
も
、

御
物

思

ひ
と
共

に

こ
が
れ
、

遠

山

の
霞

の
た

な

ひ
く

も
、

晴

ぬ
歎

き
を

し
ら

す
ら

ん
。
東

一
條

の
先
帝

お
は
し

ま
せ

は
佐

渡
院

の
御

形
見

と

は
思
召

せ

と
も
、

最
度
御

慰

は
無

り

け
り
。

七
條

ノ
女
院

は
老

た
る
御

身

に
、

い
つ
と
も
期

せ

ぬ
都

帰

り
、
今

日
や
明

日
や
と

思
召

す
御
歎

の
色

、
日

に
随

ひ
て
ま

さ
ら
せ
給

ひ
、
思

召

沈

ま

せ
給

ふ
由
聞

召

て
隠
岐

の
御

所

よ
り
、 

た
ら

ち
め

の
絶

や
ら

て
待

つ
露

の
身

を
風

よ
り
先

に
い

か
て
問

ま
し
 

七
條

院
御

返
し

、 

中

々
に

荻

吹
風

の
絶
ね

か
し
音

信

く
れ

は
霞

そ

こ
ほ
る

〉
 

(三
六
裏

)
隠

岐

の

法
皇

第

一
の
御

子

は
土

御
門

院

と
申
奉

る
。

去

ぬ
る
承

久
三
年

三
月

に
、

御

心
な

ら
ず
御
位

を
下

し
奉

り

し
か
ば

御
恨

深
く

、
法

皇

に
は
御

不
幸

の

こ
と
く

に

て
、
今

度

の
御
謀

反

に
も
與

し
給

は
ず

。
関

東

に
も
兎
角

の
沙

汰

に
は
及
す
し

て
都

の
内

に

お
は
し

ま
し

け

る
所

に
、
仰

出

さ
れ

け
る
様

、

一
院
配
所
に
ま
し
く

、
我
身
都
に
安
堵
し
給
は
ば
、
不
孝
の
罪
深
か
る

べ
し

。
同

し
遠

国

に
こ
そ
栖

給

は
め

と

て
、

九
條

の
禅
定

殿

下
右

大
将

公

経
卿

に
仰

ら
れ

し

か
ば

、
此

由
関

東

に
仰
遣

さ

る
。
右
京

大

夫
義

時

以
下

の
人

々
憐

み
奉

り

て
、

此

上
は
力

及
ず

と

て
同
十

月
十

日
、

土
佐

国

へ
と

定

め
ら

れ
、

鷹

司
万
里

の
小

路

の
御
所

よ

り
出
し

奉

る
。
御

供

に

は
少

将

定
平

(三

七
表

)
侍
従

貞

元
、
女

房

三
人
、

み

ち
す

か
ら

も
哀

な

る
事

多

か
り

け
り
。

須
磨

や

明
石

の
夜

の
浜
千

鳥

の
声
も

遠
近
也

。

高
砂

尾

上

の

暁

の
夢
、
男

鹿

の
子

に
や

さ
ま

す
ら

ん
。
比

は
神

無
月
十

日
余

り

の
事

な

れ
ば

、
野

辺
草

む
ら
霜

枯

て
山
路

の
梢

も

ま
ば

ら
な

り
。
御

衣

の
挟

に
秋

を
残

し

て
露

の
滋

さ

そ
ま

さ
り

け

る
。

讃
岐

の
八
嶋

を
御

覧

ず

れ
ば

、
安

徳
天

皇

の
御

事

を
思

召
出

さ
れ
、

松

山
を
見

や
ら

せ
給

ふ

に
も

、
崇
徳

院

の
御

有
様

思

ひ
続

け
給

ふ
。

何
事

を

見
聞
給

ふ

に
付

て
も
、

今

は
只
御

身

一
ツ

に

つ
ま
さ

れ

て
思

ひ
沈

み
給

ひ
け
り
。

土
佐

国

に
着

給

へ
と
も

、
御

住
居

余
り

に
ち

い
さ

き
御
事

な

れ
ば

、
阿
波

国

へ
遷

ら
せ
給

ふ
。

阿
波

と

土
佐

と

の
中

山

(三

七
裏

)

に
て
俄

に
大
雪

降
出

て
路

更

に
埋

も

れ
、
駕

輿
丁

も
行

な
つ

み
け

れ
は
御

輿

を
掻

居

へ
奉

り
、

如
何

な

る

べ
き
共
覚

へ

ざ

り
し

か
ば

、
院

御

涙

に
む
せ

は
せ
給

ひ
て
、 

浮
世

に
は

か

〉
れ
と

て

こ

そ
生

れ
け
め

理
り
知

ら

ぬ
我

な

み
だ
哉

あ

た
り

の
松

の
枯
枝

切

お

ろ

し
御

焼
火

を
奉

り
、

供
奉

の
人

々
も

是

に
あ
た

り

て
、

衛
士

の
焼

火

あ
ら

ね

と
も
、
折

か
ら
哀

に
悲

し
く

て
皆

涙
を

ぞ
流

し
け

る
。
夜

も
漸

明

方

に

成

け
れ
ば

、
雪

も
晴

て
空

さ
や

か

に
四
方

の
梢

も
白
妙

也
。

御

迎

の
人
参

り
加

り
、
道

踏

分

さ
せ

て
阿
波

国

へ
成

せ
給

ふ
と

て
、
 

浦

々
に
寄

る
白

浪

こ
と
問

ん
隠

岐

の

こ
と
こ

そ
聞

ま

ほ
し

け
れ
 

 
(
三
八
表

)
今

年

如
何

成

る
年

な
れ

は
、

三
院

二
宮
遠

嶋

に
遷

さ
れ
、
公

卿
官

軍
刑

鐵

に
逢

ぬ
ら

ん
。

不
思
議

な

り

け
る
運

命

か
な

と
、
高

き
も
卑

き

も
時
節

の
変

を
歌

ひ

け

る
。
時

房
泰

時
義

村
信

光
長

清
等

は
、

一
天

の
君

を
檎

に
し

九
重

の
城
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を
壁
て
、
猛
威
を
振
ひ
て
鎌
倉
に
そ
帰
り
け
る
。

 
後
嵯
峨
院
新
帝
践
詐
 
付
能
登
守
秀
康
被
諌
事

懐
成
親
王
は
新
院
の
御
譲
り
を
受
さ
せ
給
ひ
け
れ
と
も
、
御
即
位
の
式
も

調
は
ず
程
な
く
此
乱
あ
り
し
か
ば
、
三
院
共
に
遠
嶋
に
遷
さ
れ
給

へ
は
、

関
東
よ
り
計
ら
ひ
申
て
僅
に
九
十
余
日
に
し
て
御
位
下
し
奉
り
、
九
條
の

廃
帝
と
申
て
王
代
の
数
の

(三
八
裏
)
外
に
そ
お
は
し
ま
す
。
後
鳥
羽
上

皇
の
御
兄
守
貞
親
王
は
、
後
白
河
院
の
御
心
に
叶
は
せ
給
す
と
て
帝
位
に

も
即
奉
ら
ず
、持
明
院
の
宮
と
号
し
て
打
込
ら
れ
て
お
は
し
ま
し
け
る
を
、

義
時
計
ら
ひ
申
て
御
位
に
即
奉
ら
ん
と
有
し
か
と
も
、
入
道
親
王
の
御
事

也
。
御
子
茂
仁
親
王
を
帝
位
に
仰
き
奉
る
べ
し
と
て
、
今
年
十
歳
に
成
給

ふ
を
取
立
進
ら
せ
、
御
父
の
守
貞
に
は
太
政
天
皇
の
尊
号
を
奉
り
、
承
久

三
年
七
月
九
日
新
帝
茂
仁
践
詐
あ
り
。後
嵯
峨
院
と
申
は
此
君
の
御
事
也
。

摂
政
道
家
公
は
鎌
倉
の
将
軍
頼
経
の
御
父
な
れ
と
も
、
順
徳
院
の
舅
な
る

に
因
て
官
職
を
改
補
し
て
、近
衛
家
実
公
を
以
て
摂
政
に
ぞ
補
せ
ら
れ
(三

九
表
)
け
る
。
何
事
も
皆
右
京
大
夫
義
時
か
心
に
任
せ
、
鎌
倉
よ
り
計
ひ

奉
る
。
武
蔵
守
泰
時
相
模
守
時
房
を
、
京
都
の
守
護
と
し
て
六
波
羅
に
て

居
置
る
。
叛
逆
与
党
の
没
収
の
領
地
凡
三
千
余
ケ
所
也
。
二
品
禅
尼
の
計

ら
ひ
と
し
て
、
今
度
勲
功
の
武
将
に
勧
賞
有
。
功
の
浅
深
に
随
ひ
て
充
行

は
る
。
自
分
に
於
て
は
立
錐
の
地
も
な
し
。
浩
る
所
に
謀
叛
の
張
本
能
登

守
秀
康
河
内
判
官
秀
澄
は
、
戦
場
を
遁
れ
出
て
南
都
に
落
下
り
深
く
忍
ひ

て
居
た
り
け
る
を
、
武
蔵
守
泰
時
聞
出
し
、
相
模
守
時
房
に
云
合
て
家
人

等
を
遣
し
て
捜
し
求
る
所
に
、
件
の
両
人
は
跡
を
く
ら
ま
し
て
逐
電
す
。

東
大
興
福
の
両
寺
の
内
に
方
人

(三
九
裏
)
有
て
隠
し
置
ぬ
ら
ん
と
て
、

坊
中
に
乱
入
し
て
捜
し
け
れ
ば
、
佛
具
経
論
迄
も
取
散
し
、
狼
籍
な
る
事

云
計
な
し
。
衆
従
等
大
に
怒
て
夜
討
強
盗
有
と
笥
け
る
程
に
、
衆
徒
悉
く

蜂
起

し

て
、
相

模
守

の
使

を

四
方

よ

り
取
囲

み
三
十

余
人

を
打

殺

す
。

下

部

一
二
人

辛

ふ
し

て
逃

帰

り
六
波

羅

へ
申

け
れ

は
、
在
京

の
武
士

二
千

余

騎

を
催

し
、
南

都

に
そ
向

へ
ら
れ
け

る
。
衆

徒
此

由
を
聞

て
大

に
驚

き
、

木
津

川

の
邉

に
来

り
合

て
使
者

を
以

て
愁
申

様
、

軍
兵

只
今

南
都

に
打

入

侍

は

ゴ
、
衆
徒

等
出

合

て
力
を

尽
し

て
防

き
戦

ん
。
然

ら

は
古

へ
平
家

の

逆
臣

既

に
大
伽

藍

を
焼
失

せ

し

に
異

な
ら
ず

。
天

下
国
家

(四

〇
表

)
騒

乱

の
本

な

る

べ
し
。

今
度

叛
逆

の
張

本

に
於

て
は
、
尋
出

し

て
此

方

よ
り

生
捕

て
進

ら

す

へ
し
。
軍

勢
を

は
引

取
給

へ
と
申

け

れ
は
、

衆
徒

の
申

旨

理

り
有

と

て
、

軍
勢

を
ば

引
取

て
帰

洛
有

リ
。

不
日

に
秀

康

が
郎

等

を
搦

取

て
、

六
波
羅

に
ぞ
送

り
け

る
。

此
者

の
白

状

す
る

に
依

て
、
十

月
十

六

日
秀

康
秀

澄
両

人

を
河
内

国

よ
り
生
捕

て
、

六
波

羅

に
そ
渡

し

け

る
。

抑

此
乱

逆

は
此
両

人

の
謀
計

よ

り
事

起

れ
り
。
重
科

の
責
重

か
る

へ
し

と
て
、

関
東

へ
申

さ
れ
六
條

河
原

に
し
て
首

を
刎
、

獄
門

に
桑

ら

れ
た

り
。

 
鎌

倉

天
変
地

妖
 

付
禁

裏
大
嘗

祭

事

世

の
中

既

に
静

詮

に
属

し
、
新
帝

御

位

に
即
せ
給

ひ
、
物

騒

(
四
〇
裏

)

敷
年

も

暮

て
、
春

た

つ
今

日

と

い
ふ
よ
り

し

て
、
京
都
鎌

倉

同
し

く
賑

ひ
、

草
木

の
色

も
新

た

に
見

へ
、
鳥

の
声
迄

も
嬉

し
げ

也
。

正
月

七

日
若

君
御

弓
始

有

。
同

二
月

六
日

に
は
南
庭

に
於

て
犬
追
物

有

て
、
若

君
殊

に
御

入

興

ま
し

ま
す
。

同

四
月
十

三

日

に
承

久

四
年

を
改

め

て
、
貞

応

元
年

と
そ

号

し
け

る
。

此
比
鎌

倉

の
前
濱

腰
越

の
浦

々

に
、

死

せ
る
鴨

鳥

い
く

ら

と

も

な
く

波

に
ゆ
ら

れ

て
寄

来

り
。
八
月

の
初

よ
り
戌
亥

ノ
方

に
彗

星
出

て
、

軸

星

の
大
き

さ
半

月

の
こ
と

く
、
色

白

く
光
芒

な
し
。

是
等

の
怪
異

只
事

に
非

と

て
、
前

濱

に

し
て
七
座

八
怪

の
祭

り
を
行

は

れ
、
御

所

に
於

て
は

泰

山
府

君

の
祭

り
を

そ
始

め
ら

(
四

一
表

)

れ
け

る
。
さ

れ

と
も

異
な

る

珍

事
も

な

く
、
十

一
月

二
十

二
日

に
は
京

都
禁

裏

の
大
嘗
會

を

無
為

に
遂
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行

は
れ
、

大
外

記
師

季
朝

臣
書
札

を

以

て
関
東

に
申

下
る
。
除

書
等

を
相

添

て
到
着

せ

し
め

た
り
。

最
度

目
出

た

き
御
事

に
て
淳

厚

の
世

に
立

帰

る

べ
き
瑞
相

也

と
て
、

民
百

姓
迄
喜

ひ
合

奉

る
目
出

度

か
り

け
る
事
共

也
。

(
四

=
畏
)

 
承

久
物

語

一
巻
、

湯
浅

氏

の
蔵

本

を
も

て
う

つ
し

ぬ
。

 

 
天
保

十

一
年
十

二
月

廿
日
 

 

 

 
野

口
年

長

 

こ

の
書

、
北
条

九

代
記

五
六

の
巻

に
あ

り
。
彼

は
此

書
を
取

れ

る
か
、

 

こ

れ
は
彼
書

を

と
れ

る
か
、

相
考

ふ

へ
し
。

(四

二
表
)

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

(と
く
た
け
 
よ
し
あ
き
)
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